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論
　
説

都
道
府
県
議
会
議
員
選
挙
の
保
守
支
配

杣

正
　
夫

は
　
　
じ
　
め
　
　
に

　
　
　
わ
が
国
で
は
国
会
↓
県
（
都
道
府
）
会
↓
市
（
区
）
町
村
会
と
全
国
か
ら
地
方
へ
行
く
に
つ
れ
て
議
会
の
党
派
性
は
保
守
化
す
る
。
市

　
　
町
村
会
に
は
無
所
属
議
員
が
多
く
な
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
保
守
系
で
あ
る
。
こ
の
地
方
議
会
の
保
守
化
は
国
会
と
県
会
の
間
で
段
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
的
に
生
じ
、
県
会
か
ら
始
ま
る
。
戦
後
日
本
の
政
党
政
治
に
長
期
に
わ
た
る
保
守
政
党
の
支
配
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
政
治
に
お
け
る
保

　
　
守
勢
力
支
配
の
基
礎
は
実
に
地
方
政
界
に
お
け
る
保
守
の
圧
倒
的
な
支
配
の
な
か
に
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
地
方
政
界
は
わ
が
国
の
保

　
　
守
政
治
の
温
床
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
地
方
議
会
の
保
守
支
配
は
選
挙
の
結
果
つ
く
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
誘
導
す
る
要
因
は
大
体
三
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
　
①
選
挙
制
度
、

　
　
②
議
員
ク
ラ
ス
の
地
方
政
治
家
の
行
動
様
式
、
③
有
権
者
の
選
挙
行
動
で
あ
る
。
選
挙
制
度
で
は
保
守
系
議
員
が
当
選
し
や
す
い
選
挙
区

説
　
　
制
お
よ
び
言
論
、
文
書
に
よ
る
選
挙
運
動
の
制
限
が
こ
れ
に
か
か
わ
る
。
地
方
政
治
家
の
行
動
様
式
は
そ
の
集
票
地
盤
の
形
成
活
動
で
あ

論
　
　
り
、
　
有
権
者
の
選
挙
行
動
は
保
守
系
候
補
者
を
支
持
す
る
投
票
行
動
で
あ
る
。
　
本
稿
は
主
と
し
て
有
権
者
の
要
因
を
中
心
に
県
（
都
道
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二
二

府
－
以
下
県
に
含
め
て
省
略
）
会
議
員
選
挙
の
結
果
に
お
け
る
保
守
勢
力
支
配
成
立
の
要
因
を
分
析
し
た
い
。

選
挙
に
お
け
る
基
礎
条
件
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
1
）
国
会
と
地
方
議
会
の
党
派
別
議
席
率

七
六
年
総
選
挙

七
七
年
参
院
選

七
九
年
県
議
選

七
九
年
市
議
選

定
数
　
自
民

枷鵬蹴
2

鎚
2
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留
4

㎝
5

鋪
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㎝
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社
会

　
撮　

2
　
M

　
2

　
粥

　
1

　
㎝　

1
公
明

　
鵬

　
1
1

　
瓦

　
硲

　
卸

民
社

　
留

　
姻

　
鵠

　
躍

共
産

　
脇

　
如

　
粥

　
”

新
自
ク

　
紹

　
篇

　
篇

　
備

諸
派】昂環㎝
無

但佃卵睨

（
自
治
省
資
料
）

国
会
の
保
守
勢
力
支
配
の

　
　
　
　
国
会
議
席
率
で
は
自
民
党
は
五
〇
彩
を
割
っ
て
い
る
が
、
県
議
選
、
市
議
選
で
は
保
守
系
無
所
属
を
加
え
て
保
守
勢
力
は
六
〇
％
を
超
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
住
民
か
ら
見
た
県
会
議
員
選
挙

　
有
権
者
住
民
に
と
っ
て
各
種
公
職
選
挙
の
う
ち
県
会
選
挙
は
参
院
選
挙
と
と
も
に
も
っ
と
も
関
心
の
低
い
種
類
の
選
挙
で
あ
る
。
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
五
年
第
8
回
統
一
地
方
選
挙
の
直
後
に
行
わ
れ
た
公
明
選
挙
連
盟
の
全
国
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
六
種
類
の
選
挙
の
う
ち
、
と
く
に
関

心
を
も
つ
二
つ
の
選
挙
の
回
答
を
求
め
た
結
果
、
高
い
順
か
ら
市
（
区
）
町
村
議
員
選
挙
四
三
％
、
市
（
区
）
町
村
長
選
挙
三
九
％
、
衆

議
院
選
挙
三
二
％
、
知
事
選
挙
二
四
％
、
県
（
都
道
府
）
議
会
選
挙
一
四
％
、
参
議
院
選
挙
一
一
％
の
数
字
が
得
ら
れ
た
。
参
議
院
選
挙

に
関
心
が
低
い
の
は
、
①
参
院
は
衆
院
に
対
し
て
第
二
院
で
あ
る
。
②
選
挙
区
が
全
国
、
あ
る
い
は
都
道
府
県
で
ひ
ろ
い
の
で
選
挙
運
動
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伽
配支

守
保の

挙
選

員
議会議県府道都

が
行
き
わ
た
り
に
く
く
、
選
挙
情
報
が
得
に
く
い
た
め
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
県
会
選
挙
へ
の
関
心
の
低
い
の
も
選
挙
の
様
相
と
し
て
は
類
似
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
県
会
の
役
割
が
住
民
に

よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
国
の
政
府
の
活
動
に
は
情
報
が
よ
く
与
え
ら
れ
、
知
識
も
か
な
り
も
た
れ
て
い
る
。
ま
た
市
町
村
政
に
つ
い

て
は
、
一
番
身
近
な
政
治
と
し
て
住
民
の
日
常
的
見
聞
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
県
政
は
こ
れ
ら
両
者
の
中
間
の
機
関
の
も
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
へ
の
知
識
も
情
報
も
乏
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
参
院
選
挙
と
は
異
な
る
理
由
で
あ
る
が
、
選
挙
運
動
に
よ
る
情

報
の
提
供
が
と
ぼ
し
い
。
候
補
者
に
関
し
、
政
党
や
政
策
に
関
し
て
、
住
民
の
投
票
選
択
の
資
料
を
与
え
る
選
挙
情
報
に
は
大
き
く
三
つ

の
種
別
が
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
与
え
る
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
情
報
、
第
二
に
選
挙
運
動
で
与
え
ら
れ
る
情

報
、
第
三
に
有
権
者
の
所
属
組
織
や
個
人
的
人
間
関
係
を
通
じ
て
与
え
ら
れ
る
小
規
模
の
、
あ
る
い
は
口
伝
え
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
ミ
ニ
・
コ
ミ
あ
る
い
は
ロ
コ
ミ
）
の
情
報
で
あ
る
。
県
議
選
挙
は
選
挙
区
が
市
、
郡
単
位
の
広
さ
で
あ
る
の
で
、
マ
ス
コ
、
・
・
に
は
乗
る

こ
と
は
少
な
い
。
政
見
放
送
、
選
挙
公
報
等
の
選
挙
マ
ス
コ
ミ
で
も
そ
の
利
用
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
か
、
あ
っ
て
も
き
わ
め
て
不
充
分

な
情
報
し
か
な
い
。
他
方
、
ミ
ニ
コ
ミ
、
ロ
コ
ミ
の
情
報
対
象
と
し
て
は
選
挙
区
が
広
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
選
挙
運
動
は
議
員
の
任

期
満
了
等
、
通
例
の
場
合
、
運
動
期
間
は
一
二
日
で
、
少
な
く
、
言
論
・
文
書
に
よ
る
選
挙
運
動
も
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
、
候
補
者
か

ら
も
、
ま
た
そ
の
運
動
体
か
ら
も
有
権
者
は
情
報
を
得
る
こ
と
が
乏
し
い
の
で
あ
る
。
地
方
選
挙
で
県
議
選
挙
に
情
報
不
足
し
て
い
る
こ

と
は
「
候
補
者
の
人
物
や
政
見
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
た
め
に
誰
に
投
票
し
た
ら
よ
い
か
決
め
る
の
に
困
る
」
と
い
う
経
験
に
つ
い
て
の
質

問
で
、
三
五
％
が
そ
の
経
験
を
も
ち
、
こ
の
経
験
者
の
五
二
％
が
県
会
選
挙
（
二
位
市
町
村
議
員
選
挙
、
三
七
％
）
を
そ
れ
に
あ
げ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
県
議
（
候
補
者
）
は
こ
れ
ら
選
挙
情
報
と
は
別
に
日
常
の
生
活
関
係
で
つ
く
ら
れ
た
高
い
知
名
度
を

も
っ
て
い
る
。
と
く
に
保
守
系
議
員
は
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
選
挙
情
報
で
は
な
く
、
日
常
の
情
報
で
住
民
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
選
挙
に
お
い
て
候
補
者
を
選
択
す
る
た
め
の
資
料
に
な
る
情
報
が
不
足
す
る
と
、
選
挙
民
は
通
例
候
補
者
の
も
つ
比
較
的
知
ら
れ
て
い
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説論

か視重人
個者補

喉棚樋
政

ユ

表

不
　
　
明

な
い一

概
に
言
え

を
重
く
見
て

候
補
者
個
人

を
重
く
見
て

政
党
関
係陥

”舗
1

q
ユ
4

珊
4

螂
2三選

醗羽

冠卸
1

鴇
3

齢
4

㎜
2

区
方地選

院

惨餅

鋪卸
1

鵬
3

細
4

㎜
2

区国
警

同

配属
1

弱
4

”
2

窺
1

挙
選議県府

磁柳

”禦
1

侃
6

細
1

猫
1

挙選議
七

一博覧柳
　
観

　
よ

　
に

　
書

　
断

書
蕾

平
調

三
会

査
協

調
進

盟
推

連
は

は
年

年
7
7

7
5
@
，

1
9
V
語

る
基
本
的
な
属
性
、
そ
の
党
派
性
を
選
定
基
準
に
と
る
。
こ
の
こ
と
は

参
院
選
の
全
国
区
議
員
選
挙
に
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
県
議
選
に
お
い

て
は
こ
の
傾
向
は
起
ら
ず
、
む
し
ろ
逆
に
候
補
者
個
人
に
重
点
を
置
い

た
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
表
1
は
一
九
七
五
年
地
方
選
挙
に
お
い
て
投
票
決
定
に
際
し
て
選
挙

民
は
政
党
関
係
を
重
く
み
た
か
、
そ
れ
と
も
候
補
者
個
人
を
重
く
み
た

か
の
全
国
調
査
の
回
答
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
全
国
の
数
字
で
は
総
選
挙
、
参
院
選
挙
と
も
に
投
票

意
思
決
定
の
際
に
候
補
者
の
政
党
重
視
が
候
補
者
の
個
人
重
視
よ
り
は

多
い
。
と
く
に
参
院
選
挙
で
は
政
党
重
視
は
四
六
％
に
な
る
。
こ
れ
に

比
べ
て
県
議
選
挙
は
個
人
重
視
五
〇
％
で
政
党
重
視
二
八
％
の
倍
近
く

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
市
町
村
選
挙
で
は
個
人
重
視
六
四
％
で
政
党
重
視

の
三
倍
を
こ
え
る
。

　
地
方
議
員
選
挙
で
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
候
補
者
個
人
に
重
点
を

置
い
た
選
択
が
圧
倒
的
に
多
く
行
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
議

員
（
候
補
者
）
の
集
票
地
盤
の
形
成
方
法
と
関
係
し
て
い
る
。
県
議
選

挙
に
つ
い
て
い
え
ば
、
県
議
の
集
票
地
盤
は
主
と
し
て
選
挙
時
以
外
の

日
常
時
に
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
方
法
は
政
治
活
動
、
行
政
と
住
民
の
間

4
のい欲
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枷酬三三騨三民三三 を
あ
っ
思
す
る
世
話
役
活
動
、
一
般
社
会
の
世
話
役
活
動
、
祝
儀
・
不
祝
儀
・
行
事
の
挨
拶
、
会
食
等
の
社
交
活
動
、
寄
附
、
自
己
の
属

す
る
系
列
の
代
議
士
の
た
め
の
こ
れ
ら
政
治
な
い
し
社
会
活
動
、
等
々
で
あ
る
。
議
員
は
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
選
挙
時
の
集
票
地
盤

を
維
持
し
、
拡
大
す
る
。

　
こ
う
し
た
地
盤
形
成
活
動
は
、
所
属
す
る
政
党
の
組
織
的
活
動
は
背
後
に
し
り
ぞ
い
て
、
議
員
の
個
人
活
動
と
し
て
行
わ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
個
人
的
な
方
式
の
地
盤
形
成
活
動
は
自
民
党
、
保
守
系
議
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
民
社
党
、
社
会
党
、
の
議
員
も
労
組
に
よ

る
組
織
活
動
に
合
わ
せ
て
こ
の
方
式
を
用
い
る
。
公
明
党
、
共
産
党
議
員
の
場
合
は
政
党
の
組
織
性
が
表
面
に
出
て
く
る
。
保
守
系
が
大

き
な
勢
力
を
占
め
て
い
る
県
議
の
地
盤
形
成
活
動
が
以
上
の
個
人
的
方
式
で
あ
る
の
で
、
そ
の
支
持
に
集
ま
る
多
数
住
民
は
候
補
者
個
人

に
つ
い
て
の
情
報
を
も
ち
、
そ
の
個
人
性
に
重
点
を
置
い
て
投
票
態
度
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
県
議
選
挙
に
お
い
て
候
補
者
の
日
常
的
地
盤
活
動
が
い
か
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
か
は
第
一
に
、
誰
に
投
票
す
る
か
の
意
思
決
定
が
選

挙
の
告
示
が
あ
っ
て
正
規
の
選
挙
運
動
が
始
ま
る
時
点
で
す
で
に
多
く
の
選
挙
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
。
一
九
七

五
年
連
盟
調
査
に
よ
る
と
県
会
選
挙
で
は
「
選
挙
期
間
に
入
る
前
か
ら
」
四
四
％
、
　
「
初
め
ご
ろ
」
二
四
％
が
誰
に
投
票
す
る
か
を
き
め

　
　
　
　
　

て
い
る
。
実
に
七
割
近
い
投
票
者
が
正
規
の
選
挙
運
動
が
始
ま
る
ま
で
に
投
票
対
象
を
き
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
第
二
に
そ
の
選
定
理
由
は
候
補
者
個
人
に
か
か
わ
る
も
の
が
多
い
。

　
表
2
は
投
票
意
思
決
定
の
き
め
手
に
な
っ
た
事
情
・
根
拠
を
七
五
年
県
議
選
と
七
六
年
総
選
挙
に
つ
い
て
全
国
平
均
で
比
較
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
県
議
選
で
は
、
　
「
知
人
か
ら
す
す
め
ら
れ
て
」
縁
者
、
　
「
人
物
が
よ
い
」
　
「
よ
く
知
っ
て
い
る
人
」
な
ど
候
補

者
個
人
重
点
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
四
二
％
に
対
し
、
演
説
、
政
党
な
ど
政
党
・
政
策
重
点
と
考
え
ら
れ
る
項
目
が
二
四
％
に
止
ま
る
。

こ
れ
に
対
し
、
総
選
挙
で
は
候
補
者
個
人
重
点
項
目
が
二
三
％
で
あ
る
の
に
、
政
党
・
政
策
重
点
項
目
は
三
六
％
で
あ
る
。
　
「
全
国
穿
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
選
挙
推
進
協
会
」
の
一
九
七
九
年
第
9
回
統
一
地
方
選
挙
後
の
世
論
調
査
で
は
県
議
選
に
お
け
る
候
補
者
個
人
重
点
項
目
は
よ
り
増
大

5
のいα
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説論

挙
選管挙選議県

手めき
の定

決
思立

　表

論
諜
報
∵

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

新
聞
を
見
て

人
物
が
よ
い

政
党
を
考
え
て

縁
者
だ
か
ら

公
報
、
文
書
な
ど

演
説
を
き
い
て

知
人
の
す
す
め

地
元
で
の
相
談

団
体
の
す
す
め

家
人
と
相
談

磁

鴇

姻
　
鄭

卿
　
雛

ワ
Ω
　
　
　
　
　
4
⊥

”
　
齢

ヨ
⊥
　
　
　
　
　
n
乙

揺
　
一

［
　
師

”
　
妬

舘
　
齢

鋼
　
三

段
　
一

一
　
躍

可
⊥
　
　
　
　
　
　
　
－

制
　
一

戸
⊥
　
　
　
　
　
（
∠

挙選
　
　
挙

議
　
　
選

県
「
　
総

畔
　
昨

7
　
　
　
　
　
7

し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
住
民
は
投
票
対
象
の
選
定
に
際
し
、
政
党
的
考
慮
よ
り
も
候
補
者
個

人
と
の
か
か
わ
り
を
優
先
さ
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
別
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
候
補

者
か
ら
の
運
動
様
式
が
候
補
者
の
政
党
性
よ
り
も
個
人
的
影
響
力
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
同
様
な
こ
と
は
、
投
票
し
た
候
補
者
に
つ
い
て
「
ど
の
点
を
一
番
重
く
見
た
か
」
の
質
問

に
対
し
①
人
柄
二
七
％
、
②
地
元
の
た
め
に
つ
く
し
て
く
れ
る
、
二
二
％
、
③
わ
れ
わ
れ
の

立
場
の
代
表
、
一
、
五
％
、
　
④
支
持
政
党
の
お
す
候
補
者
、
　
＝
％
、
政
策
八
％
、
主
義
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

張
、
六
％
、
そ
の
他
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
政
党
性
の
考
慮
よ
り
も
候
補
者
の
人

柄
や
地
元
活
動
な
ど
の
個
人
的
魅
力
や
影
響
力
が
住
民
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

県
会
議
員
の
集
票
地
盤
は
議
員
（
候
補
者
）
の
個
人
的
努
力
で
培
養
さ
れ
た
性
格
が
強
い
の

で
あ
る
。

　
都
道
府
県
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
有
権
者
住
民
の
全
国
平
均
で
見
ら
れ
る
態
度
を
要

約
す
る
と
、
　
そ
れ
は
か
れ
ら
の
関
心
の
も
っ
と
も
弱
い
種
類
の
選
挙
で
あ
る
。
　
そ
し
て
候

補
者
や
政
策
、
政
党
の
態
度
等
の
選
挙
に
関
す
る
情
報
が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
て
こ
の
選
挙
へ
の
住
民
の
基
本
的
態
度
の
中
で
、
投
票
選
択
の
基
準
と
し
て
候

補
者
の
政
党
的
背
景
よ
り
も
そ
の
個
人
的
関
係
が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
都
道
府
県
議
会
に
は
自
民
党
保
守
系
議
員
の
選
挙
地
盤
の
個
人
経
営
的
色
彩
と
結
果
と
し

て
の
党
派
性
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
き
、
そ
の
支
配
政
党
は
議
員
政
党
的
体
質
を
も
っ
て

6
ωい飢
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　杣（
配支

守
保の

挙
選

員
議

会議
県府道都

い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
2
）
財
団
法
人
「
公
明
選
挙
連
盟
」
は
国
政
選
挙
、
統
一
地
方
選
挙
の
際
に
中
央
調
査
社
に
依
託
し
て
、
全
国
の
有
権
者
を
母
集
団
に
し
、
二
段
階

　
　
　
　
　
無
作
為
抽
出
さ
れ
た
三
〇
〇
〇
人
の
サ
ン
プ
ル
に
対
し
選
挙
の
直
後
、
面
接
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
報
告
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
一

　
　
　
　
　
九
七
六
年
総
選
挙
か
ら
、
解
散
し
た
連
盟
の
業
務
を
引
き
つ
い
だ
財
団
法
人
「
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
」
が
同
じ
く
世
論
調
査
と
そ
の
報
告
書
を

　
　
　
　
　
刊
行
し
て
い
る
。
本
論
で
は
連
盟
調
査
、
推
進
協
会
調
査
と
略
称
す
る
。
一
九
七
五
年
第
8
回
統
一
地
方
選
挙
連
盟
調
査
、
報
告
書
四
三
五
頁
。

　
　
（
3
）
同
上
書
三
七
一
頁
、
三
七
八
頁
。

　
　
（
4
）
同
上
書
一
四
六
頁

　
　
（
5
）
未
公
刊

　
　
（
6
）
連
盟
調
査
報
告
書
一
八
六
一
七
頁
。

二
　
住
民
の
党
派
性
と
都
道
府
県
議
会
選
挙

　
　
ω
　
日
常
支
持
政
党

　
住
民
の
も
つ
党
派
性
は
当
然
県
会
選
挙
結
果
の
党
派
性
に
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
選
挙
結
果
の
党
派

性
は
住
民
の
党
派
性
の
そ
の
ま
ま
の
反
映
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
選
挙
に
お
い
て
は
、
党
派
性
を
も
た
な
い
選
挙
民
も
党
派
的
投
票
行

動
を
行
な
う
し
、
自
身
の
も
つ
党
派
性
に
従
わ
な
い
形
の
投
票
態
度
を
と
る
選
挙
民
も
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
節
で
は
ま
ず
住
民
の
党
派

性
を
か
れ
ら
の
日
常
に
お
け
る
政
党
支
持
態
度
に
と
り
、
そ
の
党
派
性
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
つ
ぎ
に
そ
の
党
派
性
と
選
挙
結
果
の
党
派

性
と
が
い
か
に
か
か
わ
る
か
に
お
よ
び
た
い
。

　
一
九
七
五
年
連
盟
調
査
に
よ
る
と
住
民
の
日
常
政
党
支
持
の
分
布
は
全
国
的
に
見
て
表
3
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
日
常
支
持
政
党
に
自
民
党
を
あ
げ
る
も
の
が
全
国
で
、
　
三
四
％
で
あ
る
。
　
第
二
党
社
会
党
は
一
四
％
、
公
明
党
五

％
、
共
産
党
四
％
と
つ
づ
く
。
自
民
党
は
第
二
党
以
下
を
断
然
引
き
は
な
し
て
い
る
。
支
持
政
党
を
も
っ
て
い
る
も
の
の
な
か
で
は
、
自

7
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説論

民
党
支
持
者
は
五
七
％
、
社
会
党
支
持
者
は
二
四
％
で
あ
る
か
ら
、
自
民
党
は
他
党
を
圧
す
る
分
厚
い
日
常
支
持
層
を
も
っ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。

　
し
か
し
日
常
の
麦
持
政
党
を
も
た
な
い
無
党
派
組
も
三
四
％
で
自
民
党
支
持
層
と
肩
を
な
ら
べ
る
。
一
九
七
九
年
に
か
け
て
、
無
党
派

組
と
自
民
党
支
持
層
は
よ
り
増
加
し
、
社
会
党
以
下
の
野
党
の
支
持
層
は
減
少
す
る
。

　
日
常
支
持
政
党
の
分
布
を
表
3
で
地
域
別
に
見
る
と
地
域
別
特
性
が
は
っ
き
り
現
わ
れ
る
。
自
民
党
支
持
層
は
東
京
都
区
部
三
〇
％
、

九
大
指
定
都
市
三
二
％
、
人
口
一
〇
万
以
上
の
中
坐
市
三
〇
％
、
人
口
一
〇
万
以
下
の
小
都
市
三
二
％
、
郡
部
町
村
四
二
％
と
な
っ
て
、

大
体
に
お
い
て
都
市
化
の
程
度
に
反
比
例
し
て
そ
の
支
持
層
は
増
大
す
る
。
社
会
党
支
持
層
は
自
民
党
の
そ
れ
ほ
ど
に
は
大
き
い
変
化
を

示
さ
な
い
。
　
東
京
都
区
、
九
大
市
で
は
一
一
％
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
一
五
％
で
あ
る
。
　
大
都
市
で
同
党
が
少
な
い
の
は
そ
こ
が
公

明
、
共
産
、
民
社
の
三
党
も
進
出
し
、
多
党
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
自
民
党
が
都
市
部
で
支
持
層
が
減

少
し
て
い
る
の
も
、
多
党
化
の
波
が
大
都
市
か
ら
中
小
都
市
に
及
ん
で
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
公
明
党
と
共
産
党
と
は
大
都
市
、
中
都

市
で
七
～
五
％
の
支
持
層
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
無
党
派
組
は
自
民
党
の
場
合
と
は
逆
に
、
都
市
化
の
程
度
に
比
例
し
て
多
く
な

る
。
す
な
わ
ち
か
れ
ら
は
東
京
都
区
四
一
％
で
郡
部
町
村
三
二
％
へ
と
減
少
し
て
行
く
。
と
も
か
く
郡
部
町
村
に
お
け
る
自
民
党
支
持
層

の
厚
さ
は
注
目
に
値
い
す
る
。
こ
こ
で
日
常
支
持
政
党
を
も
っ
て
い
る
も
の
の
な
か
で
は
か
れ
ら
は
六
八
％
の
多
数
に
上
る
。
要
す
，
る
に

郡
部
町
村
で
は
政
党
支
持
で
は
自
民
党
支
持
層
が
圧
倒
的
勢
力
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
表
3
で
さ
ら
に
地
域
別
に
性
別
を
加
え
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
で
見
る
と
自
民
党
支
持
層
の
全
国
平
均
三
四
％
を
上
廻

っ
て
い
る
の
は
小
都
市
・
男
三
七
％
、
郡
部
・
三
四
五
％
、
郡
部
．
女
四
〇
％
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
で
見
る
と
郡
部
の
男
性
の
自
民
党

支
持
が
郡
部
の
自
民
党
支
持
層
の
分
厚
さ
の
主
力
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
日
常
支
持
政
党
の
分
布
を
性
・
年
令
別
で
見
た
の
が
表
4
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
自
民
党
日
常
支
持
で
男
六
〇
才
以
上
五
八
％
、
五

8のい欲
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枷酬鮫峠騨譲謙喉髄
党政

持
支

常日ヨ表

域地性城地凱総

不

明

支
持
政
党
な
し

そ
　
の
　
他

民

社

公

明

共

産

社

会

自

民

総

数
％
砲劉　3

4
劉
1

％
卸

％
妬

％
鋪例

1
4

劉　3
3

姻

」数
三

尉
侃
鷲
踊
卵

B
鋪
婿
卸
舵

4
　
3
　
つ
り
　
つ
」
　
つ
り

㎏
ロ
鵬
U
卯

“
留
師
備

㎞
卸
餉
鋪
紹

四
一
粥
画
幅

肪
稲
脇
日
“

可
⊥
　
　
1
　
　
1
↓
　
　
1
⊥
　
　
－

卯
罰
舶
帥
器

9
臼
　
0
0
　
ワ
創
　
つ
0
　
4

塊
餅
窺
脚
枷

〕
区
市
市
市
部

域　
都

　
　
大
都
都

　
京

馳
東
9
中
小
那

舘
一
面
編
姉

脇
編
㏄
“
ロ

3
　
2
　
3
　
2
　

2

師
㍑
㎝
U
M

鋼
四
餉
卸
前

脳
嗣
鷲
卿
齢

4
　
3
　
3
　
4
　
3

㎏
醇
切

回
湖
面
ω
　
胴
加
ロ

四
四
如
凹
凹
四
四
㍗
前
歯

翻
胴
”
脇
M

鎚
B
駆
蹄
駒

1
　
　
1
　
　
「
⊥
　
　
1
⊥
　
　
－
↓

卸
岨
面
舌
頭

3
　
3
　
り
Q
　
3
　
4

日
脚
面
面
掘

吟
興
姉
響
部

四
四
二
面
㎝

η
舵
環
ω
鎚

　
1
⊥
　
　
1
　
　
1
⊥
　
－
⊥

篇
端
獅

四
型
姻
鰯
㍑

な

弓
東
9
中
小
郡
…
東
9
中
小
郡

生
一

O
　
　
　
男

…
牛
市
市
市
部

…
都…

京
大
都
都

…
一

…
　
　
女

○
才
以
上
四
二
％
、
　
女
六
〇
才
以
上
四

三
％
、
五
〇
才
以
上
三
七
％
に
達
す
る
。

男
の
六
〇
才
以
上
が
き
わ
め
て
強
力
な
自

民
党
支
持
層
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
に

く
ら
べ
て
第
二
党
の
社
会
党
は
男
女
と
も

に
六
〇
才
以
上
で
　
一
〇
％
を
割
っ
て
い

る
。
六
〇
才
以
上
で
自
民
党
の
大
き
な
支

持
勢
力
と
そ
の
逆
に
野
党
の
甚
だ
し
い
劣

勢
が
意
味
深
い
対
照
を
つ
く
り
出
し
て
い

る
Q

　
無
党
派
組
は
男
二
〇
才
代
と
十
二
〇
才

代
、
三
〇
重
代
、
と
も
に
四
〇
％
を
こ
え

て
多
い
。

　
つ
づ
い
て
日
常
の
支
持
政
党
を
職
業
別

に
見
よ
う
。
表
5
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
自
民
党
支
持
層
は
自
営
の
農
林
漁
業
、

五
九
％
、
同
商
工
・
自
由
業
五
五
％
、
管

理
職
、
四
三
％
、
家
族
従
業
の
農
林
漁
業

9
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説
　
　
齢

論
　
年

　
　
幽

党政持支常日　表

不

明

支
持
政
党
な
し

そ
　
の
　
他

民

社

公

明

共

産

社

会

自

民

総

数

鷲
粥
鴉
卿
塑
ロ
翻
陥
肥
a
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
一

働
撚
編
…
媚
憂
欝

加
瑚
U
揺
師
髄
留
粥
”

鋪
鋪
舵
舗
昂
琢
坊
切
昭
穏

沼
渇
」
3
－
」
　
ユ
2
渇
β
β

4
4
5
ユ
3
3
6
4
6
，
2

硲
昭
紹
U
卸

渇
渇
沼
’
4
β

拓
1
8
2
0
1
7
7

’
5

Q
3
沼
』

1
7
R
4
R
5
S
2
T
8

0
6
S
3
V
5
V
2
P
9

2
　
2
　
ワ
臼
、
－
↓
　
ワ
臼

〕
歳
歳
歳
歳
上

齢
9
9
9
9
以

　
　
　
　
つ
り
　
　
　
　

　
～
～
～
～
歳

　
　
　
ヨ
　
　
　
　

姓
駅

粥
卿
器
加
U

才
器
舗

』
渇
」
声
』

2
4
Q
5
Q
9
R
6
S
3

履
寸
寸
脚
船

年
0
0
0
0
0
…
0
0
0
0
0

　
　
　
　
　
…
　
、
女

歳
歳
歳
歳
上

9
9
9
9
以

　
　
ヨ
　
　

　
　
　
　

～
～
～
～
歳

2
　
3
　
4
　
5
　
6

業職党政持
支常日ら表

不

明

紹
玲
姉
齢
如
三
三
鎚
㎜
㎝

支
持
政
党
な
し
一

一
獅
瓢
引
廻
灘

そ
　
の
他
．

民

社

公

明

共

産

社

会

自

民

総

数

卸
十
一
稲
留

鵬
ω
㎝

脇
上
上
儲
ω
ロ

坊
卸
翻
卯
“
昭
狙
駒
留
M

舗
舵
珊
三
遍
三
三
鷲
鵬
M
U

門
9
ユ
幾
駕
駕
銘

護
搬
粥
鄭
粥
麗

鵬
脚
三
二
幽
鰯
珈
珈
2
0
鰯
酩

麹
業
蟻
職
鷺
業
隠
士
婦
他

　
漁
自
　
　
一
程
漁
自

叢
理
二
三
黙
φ

　
農
商
旧
事
労
務
職
一
学
主
そ

墜
凱
鞠
隷
諏

1
0切い欲

4



枷濡話蘇騨灘灘碑髄
党

手
持支

常日　

表
数年住居

不
　
　
　
　
明

％
［

」
』
　
’
7
3
　
。
9
3
渇
ド
D
　
　
7
　
　
5
　
　
F
O
　
　
ハ
O
　
　
F
O
　
　
4
　
　
　
　
　
　
5

支
持
政
党
な
し

％
』
5
0

ユ
渇
ユ
3
2
渇
ほ
4
5
3
6
3
8
3
2
3
3
3
1
9

そ
　
の
　
他

％
［

』
渇
誰
2
ユ
3
【
可
⊥
　
　
ユ
　
　
0
　
　
0
　
　
唖
⊥
　
　
0

民
　
　
　
社

％
［

渇
3
渇
3
』
』
　
一
〇
1
　
2
　
2
　
3
　
2
　
・

公
　
　
　
　
明

％
一

ほ
」
2
β
　
’
－
　
。
－
　
一
4
　
　
6
　
　
8
　
　
3
　
　
5
　
　
3

共
　
　
　
　
産

％
一

2
」
謁
謁
3
冊
コ
ハ
b
　
　
（
0
　
　
4
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
Q
）

社
　
　
　
会

％
一

ほ
2
4
2
4
澄
　
一
1
7
1
9
1
3
1
3
1
4
1
2

自
　
　
　
　
民

％
』
5
0

2
」
渇
』
3
β
3
2
0
2
1
2
7
3
9
3
2
4
2
2
7

総
　
　
　
　
数

2

議
器
濃
H
　
　
　
1
⊥
　
　
　
　
　
　
　
「
⊥

明
知

籍
靴
響
曙
3
3
記
念
不
　
　
　
　
　
〃
　
〃

四
二
％
で
あ
る
。
自
営
業
層
と
く
に
農
漁
民
の
中
に
自
民
党
は
圧
倒
的
な

勢
力
を
も
つ
。
こ
れ
に
対
し
第
二
党
社
会
党
は
事
務
職
と
労
務
職
に
二
〇

％
の
支
持
層
を
も
つ
が
、
こ
の
職
業
層
で
も
第
一
党
は
や
は
り
自
民
党
に

奪
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
学
生
や
主
婦
を
含
め
て
全
職
業
層
で
自
民
党

は
日
常
支
持
者
で
第
一
党
の
座
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
無
党
派
組
は
事
務
職
、
労
務
職
、
主
婦
の
階
層
に
多
い
。

　
地
域
へ
の
居
住
年
数
と
日
常
支
持
政
党
と
の
関
係
を
見
た
の
が
表
6
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
自
民
党
支
持
層
は
三
年
末
満
二
〇
％
か
ら
一
五
年

以
上
、
三
九
％
へ
と
増
大
し
て
行
く
。
自
民
党
支
持
と
居
住
年
数
は
比
例

す
る
。
と
く
に
地
域
に
土
着
の
人
の
中
で
は
そ
れ
は
四
二
，
％
に
達
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
自
民
党
は
地
域
社
会
に
根
づ
い
た
政
党
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
社
会
党
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
自
民
党
と
は
逆
で
、
居
住
期
間

の
短
い
方
に
支
持
者
が
多
く
、
　
「
生
ま
れ
て
以
来
」
の
土
着
層
に
は
＝
二

％
で
あ
る
。
　
共
産
党
も
同
様
な
傾
向
を
も
つ
。
　
無
党
派
組
は
自
民
党
支

持
層
と
は
逆
に
居
住
期
間
の
短
い
方
に
多
く
、
三
年
末
満
で
四
五
％
で
あ

る
。　

学
歴
と
の
関
係
は
表
7
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
自
民
党
支
持
層
は
義

務
教
育
卒
三
六
％
で
大
学
卒
二
七
鬼
に
高
学
歴
に
な
る
に
つ
れ
て
下
降
す

1
1ω

P
飢
4



説
論

党政持支
常日　

表 層階
属帰

　

歴学

不

明

支
持
政
党
な
し

そ
　
　
の
　
他

民

社

公

明

共

，
産

社

会

自

民

総

数

留
男
妬
脇

　
　
　
　
2

侃
舵
加
U

3
　
　
3
　
　
4
　
　
2

絶
滅
稲
脇

M
昂
婦

印
二
丁
鷲

鋪
輪
卸
”

”
齢
翻

り
↓
　
　
　
1
　
　
　
1
⊥

侃
踊
師
硲

3
　
　
3
　
　
2
　
　
3

醜
㎝
脚
狛

1
↓
1
9

〕
旧
卒
卒
明

歴
紳
高
鍬

　
・
新
・

　
小
・
大

　
高
中
専

瞠
レ
旧
隔
不

蹄
昂
”
御
師
卸

可
⊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

肪
侃
昭
四
切
師

－
　
　
n
∠
　
　
3
　
　
3
　
　
つ
」
　
　
3

図
師
㎏
U
加

ω
鎚
焔
鯉
”

卸
翻
妬
卯
”

胴
銅
鋪
鷲
玲

師
”
鋪
薄
謝
即

－
⊥
　
　
1
　
　
　
1
⊥
　
　
マ
↓
　
　
　
－
↓

師
躍
旙
粥
舗
卸

6
　
　
4
　
　
3
　
　
ワ
臼
　
（
∠
　
　
9
臼

聡
醜
尊
命
鵬
脳

　
　
1
，

　
　
上
中
下
　
　
明

図
離
上
の
の
の
下

期
　
中
中
中
　
不

る
。
こ
の
点
で
は
自
民
党
は
多
数
大
衆
の
中
に
広
い
支
持
層
を

も
つ
の
で
あ
る
。

　
社
会
党
支
持
層
は
義
務
卒
に
や
や
少
な
い
。
共
産
党
も
同
様

で
あ
る
。
公
明
党
は
義
務
卒
に
や
や
多
い
。
無
党
派
組
は
大
学

卒
、
四
二
％
で
多
い
。

　
帰
属
階
層
と
の
関
係
も
表
7
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
自
民

党
支
持
層
は
、
　
「
上
」
六
三
％
、
　
「
中
の
上
」
四
三
％
で
上
層

階
級
に
多
く
、
　
「
中
の
下
」
　
「
下
」
で
は
三
〇
％
に
な
る
。
こ

の
点
で
は
自
民
党
は
学
歴
と
は
異
な
り
、
上
層
階
級
に
圧
倒
的

多
数
の
支
持
層
を
も
つ
。
社
会
党
は
中
層
階
級
に
支
持
層
が
多

ぐ
、
公
明
党
は
下
層
階
級
に
多
い
。

　
以
上
有
権
者
住
民
の
政
党
支
持
態
度
の
特
徴
は
、
①
最
多
数

の
支
持
層
を
も
つ
自
献
燈
は
郡
部
町
村
、
　
六
〇
才
以
上
の
男

性
、
職
業
で
は
自
営
業
、
そ
れ
も
と
く
に
農
漁
民
、
居
住
年
数

で
は
土
地
生
ま
れ
の
土
着
層
、
上
層
階
級
に
と
く
に
圧
倒
的
勢

力
を
も
っ
て
い
る
。
②
社
会
党
は
大
都
市
、
六
〇
才
以
上
層
、

自
営
業
層
に
と
く
に
弱
い
。
③
無
党
派
組
は
東
京
都
区
部
、
若

年
層
、
　
農
林
漁
業
と
商
工
・
自
由
業
の
家
族
従
業
者
、
　
大
学

1
2拗

P
鉦
4



　

触
配

支守保

の
挙

選
員

議会議県府道

都
、

権
棄

　
票

投
　

表

撹
回

持
罷

り

域忌

明
不た

し忍野
た

し票
投

の
者域

地
住

二二
居

回q矛胤
岬

蹴脚
島数総

侃
麗

3
』
洛
ゴ

ー
7

P
7
P
3
X

環
却
卸
脇

Q
Q
　
　
8
　
　
8
　
　
（
コ

一
下
魏
鵬

切
市
市
市
部

大
都
都

馳　
9
中
小
郡

焔

陥
蜘
鴎
M
旧
師
一
面

蜘
一
蹴
蜘
糊
鄭
幽
幽

剛
鵬
6
9
9
3
4
6
2
1
解
聰

　
甲
子
党
党
党
他
し
明

麹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

政
民
会
寒
明
社
の
掌

持
　
　
　
　
　
　
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持

々
　
自
社
共
公
民
そ
支
不

一
、
な
ど
に
と
く
に
多
く
見
出
さ
れ
る
。

　
　
②
投
票
政
党

　
投
票
に
あ
ら
わ
れ
た
党
派
性
に
移
ろ
う
。
投
票
率
か
ら
始
め

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
全
国
的
に
見
て
投
票
率
は
八
六
％
で
あ
る
。
　
（
表
8
）
。
地

域
別
に
見
る
と
自
民
党
が
圧
倒
的
に
強
力
な
地
盤
を
も
つ
郡
部

町
村
で
投
票
率
は
と
く
に
高
く
九
〇
％
に
達
す
る
。
し
か
も
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
》

部
の
男
性
の
そ
れ
は
九
三
％
で
女
性
の
八
八
％
を
上
廻
る
。
ま

た
職
業
で
見
る
と
こ
こ
で
も
自
民
党
が
強
力
支
持
層
を
も
つ
自

営
農
林
漁
業
、
　
九
七
％
、
　
商
工
・
自
由
業
、
九
二
％
に
達
す

　
　
　

る
。
居
住
年
数
で
も
一
五
年
以
上
が
土
着
層
も
ふ
く
め
て
九
〇

　
　
　
　
ゆ
　

％
で
あ
る
。
帰
属
階
層
で
も
「
上
」
と
「
中
の
上
」
は
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

九
〇
％
を
こ
す
投
票
率
で
あ
る
。
自
民
党
の
圧
倒
的
に
優
勢
な

集
票
地
盤
で
九
〇
％
を
こ
え
て
投
票
率
が
伸
び
て
い
る
こ
ど
は

自
民
党
の
県
会
選
挙
結
果
に
お
け
る
格
段
の
優
位
を
予
想
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。

　
日
常
支
持
政
党
で
は
ど
う
か
。
表
8
に
よ
る
と
、
自
？
社
・

公
・
共
の
支
持
層
は
い
ず
れ
も
八
五
％
を
こ
え
る
投
票
率
を
あ

1
3ゆ

P
欲
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三論

げ
て
い
る
が
、
と
く
に
自
民
党
で
は
九
二
％
、
公
明
党
で
は
九
五
％
で
あ
り
、
も
っ
と
も
多
く
の
支
持
層
を
擁
す
る
自
民
党
の
そ
れ
が
き

わ
め
て
高
い
投
票
率
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
連
盟
調
査
で
見
た
七
五
年
統
一
地
方
選
挙
の
道
府
県
議
選
に
あ
ら
わ
れ
た
政
党
別
得
票
の
分
布
は
表
9
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
全
国
で
自
民
党
三
九
％
（
四
二
・
二
）
、
社
会
党
一
六
％
（
一
八
・
五
）
、
公
明
党
五
％
（
六
・
七
）
、
共
産
党
是
％
（
九
・
八
）
、

民
社
党
三
％
（
四
・
二
）
、
ほ
か
に
そ
の
他
、
無
所
属
（
大
部
分
が
保
守
系
）
一
五
％
（
一
八
・
六
）
、
と
な
る
（
カ
ッ
コ
内
は
実
際
の

得
票
三
一
自
治
省
資
料
）
。
自
民
党
と
無
所
属
で
保
守
勢
力
の
得
票
率
は
五
四
％
に
達
し
て
い
る
。

　
地
域
別
の
投
票
政
党
も
表
9
に
示
さ
れ
る
。
自
民
党
は
九
大
市
三
三
％
、
中
都
市
三
六
％
、
小
都
市
三
五
％
、
郡
部
町
村
五
一
％
と
い

ず
れ
も
そ
の
日
常
支
持
層
を
上
ま
わ
る
得
票
を
あ
げ
た
。
な
か
で
も
郡
部
町
村
で
は
そ
の
日
常
支
持
率
を
九
％
上
ま
わ
る
成
果
を
え
た
。

そ
こ
の
無
党
派
組
投
票
者
の
票
を
大
き
く
加
え
た
に
違
い
な
い
。

　
同
じ
く
表
9
で
日
常
麦
持
政
党
と
投
票
の
党
派
選
択
の
関
係
を
見
よ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
民
社
党
を
除
い
て
自
民
党
は
じ
め
四
党
は
そ

の
日
常
支
持
者
の
七
〇
％
を
こ
え
る
投
票
を
得
て
い
る
。
や
は
り
日
常
支
持
者
を
多
く
も
っ
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
と
く
に
自
民
党
は
そ

の
七
七
％
、
共
産
党
は
そ
の
七
六
％
と
い
う
自
党
吸
収
力
を
示
し
て
い
る
。
自
民
党
の
よ
う
に
日
常
支
持
者
を
多
く
も
つ
党
で
は
こ
の
こ

と
は
多
数
議
席
に
結
び
つ
く
成
果
を
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
自
民
党
は
他
党
支
持
層
か
ら
も
か
な
り
投
票
を
集
め
た
。
す
な
わ
ち
社

会
党
支
持
層
か
ら
八
％
、
公
明
党
、
共
産
党
の
そ
れ
か
ら
七
％
、
民
社
党
の
そ
れ
か
ら
は
一
七
％
の
投
票
を
得
た
。
逆
に
自
民
党
支
持
層

は
無
所
属
候
補
に
一
二
％
流
れ
た
ほ
か
は
他
の
ど
の
党
に
も
支
持
者
を
ほ
と
ん
ど
譲
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
自
民
党
は
が
っ
ち
り
自
己

の
支
持
者
を
固
め
、
そ
の
い
く
分
を
保
守
系
の
多
い
無
所
属
候
補
に
割
き
、
加
え
て
他
党
支
持
者
か
ら
集
票
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
自
民
党
支
持
層
に
匹
敵
す
る
量
で
あ
る
無
党
派
組
の
投
票
は
各
党
に
ど
う
流
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
自
民
党
は
第
一
党
で
二
五

％
を
と
り
、
そ
の
第
二
党
社
会
党
一
一
％
の
倍
を
こ
し
た
。
無
党
派
組
は
無
所
属
候
補
に
も
二
五
％
投
じ
て
い
る
。

1
4均
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枷酬敏麻騨韻謙艀雛
党政票投

　

表
党岡持支

　

域地
　

数総

不
　
　
明

い
い
た
く
な
い

無
所
属

諸
　
　
三

民
　
　
社

公
　
　
明

土
ハ
　
　
産

社
　
　
旧

套
　
　
民

投
票
者

％
潟

1
7

劉
1
4

％
20

％
渇

2

％
β

4

％
粥

％
孟

1
6

劉
3
9

属』
数総

稲
四
㎝
鎚

ウ
紐
　
望
⊥
　
9
畠
　
－

M
幡
幡
蘭

　
1
　
9
臼
　
－

高
野
　
苫

葺
舗
蔦
脳

愚
亭
必
定

紹
三
三
卸

鵬
㎝
粥
妬

1
⊥
　

1
　
1
　

1

脇
鵬
環
㎝

つ
」
　
（
6
　
3
　
P
O

脇
㎝
姻
姻

〕
市
市
市
部

域　
大
都
都

馳
9
中
小
郡

齢
餉
踊
㎝
鎚
”
㎝
粥

　
　
　
－
⊥
　
　
　
F
O
　
Ω
」
　
6

恥
卵
銅
鉱
御
U
恥
鴨

1
　
　
　
　
　
　
　

4
⊥
　
2
　
2

備

網
　
㎝

”
三

編
　
稲

5

㎝
脳
”
鋪

　
　
　
7

舗

器
脇

　
7

昭
如
ね

篇
篇
ロ
粥
　
師
稲
昭

　
7
置
　
　
　
　
　
　
　
　
「
⊥
　
イ
⊥

卸
紹
備
砺
御
脇
M
舗

7
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　

2
　
1

㎜
獅
5
9
8
8
3
6
1
9
謝
9
6

〕
党
党
党
党
党
面
し
明

党
　
　
　
　
　
な

鰍
民
会
産
明
笛
の
雄

伎
自
社
共
食
そ
薪

性
・
年
令
で
見
る
と
、
　
自
民
党
の
支
持
層
が
と
く

に
、
多
か
っ
た
六
〇
才
以
上
の
男
性
で
は
そ
の
五
四
％

が
自
民
党
に
投
じ
、
一
三
％
が
無
所
属
候
補
に
投
票
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

た
。
社
会
党
へ
は
一
一
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

職
業
別
の
投
票
政
党
分
布
は
表
1
0
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
自
民
党
は
農
林
漁
業
の
自
営
で
六
二
％
、
家
族

従
業
で
五
三
％
を
得
て
い
る
。
こ
れ
ら
職
業
層
の
日
常

支
持
層
を
上
ま
わ
る
数
字
で
、
と
く
に
そ
の
自
営
層
に

多
い
。自

民
党
は
そ
の
他
の
職
業
層
で
も
、
事
務
職
二
八
％

を
除
い
て
、
第
二
党
社
会
党
を
大
き
く
引
き
離
し
て
得

票
し
て
い
る
。
た
だ
自
営
の
商
工
・
自
由
業
で
四
七
％

を
得
た
が
、
そ
の
日
常
支
持
率
を
下
廻
っ
た
。
こ
の
職

業
層
で
は
無
所
属
候
補
に
二
二
％
の
多
数
が
投
票
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

い
る
。
無
所
属
に
は
保
守
系
の
候
補
者
が
多
い
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紛

る
か
ら
、
こ
の
階
層
の
票
が
保
守
勢
力
内
で
そ
の
日
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

支
持
態
度
を
こ
え
て
動
い
た
わ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
飢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4



説　
　
業

論

党政票投1
0

表
職

不
　
　
　
明

い
い
た
く
な
い

無
所
属

諸

派

民

社

公

明

共

産

社

会

自

民

投
票
者

鵡
脳
篇
照
照
桜
鱒
刎
　
㎜
蹴

踊
恥
鵬
鋪
可
聴
垣
立
切
舗
昭

1
2
　
　
ユ
ユ
i
2
、
1
2
1
1

師

し
の

昭

哺
御
四
脇
十
両
ω
胴
切
加
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

㎝
粥
加
ω
恥
姻
恥
”
　
ね
粥

　
　
　
　
　
1

構
想
墨
田
卸
邸
　
”
　
卸
耶

　
　
1

π
旧
”
三
脚
脚
邸
硯
　
㈱
肥

脚
卿
侃
那
観
卸
謝
覗
㎜
伽
姻

胤
鎚
鈎
㎜
9
6
脳
％
雛
4
鵬
聯

〕
業
業
職
職
ス
事
業
業
生
婦
他

業
漁
割
興
轡

　
　
．
理
務
売
産
木
業
　
の

林
業
　
嘩
一
工

　
　
工
　
　
務
　
農
商

　
農
商
管
漁
労
職
一
学
主
そ

職
一
t
従
業
一

〔
自
営
被
傭
者
家
族
無
　
職

（
7
）
実
際
の
投
票
率
は
七
四
・
＝
二
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
世
論
調
査

　
　
で
の
投
票
率
は
実
際
を
上
ま
わ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

（
8
）
七
五
年
連
盟
報
告
書
一
一
二
一
三
頁

（
9
）
同
上
書
一
一
四
一
五
頁

（
1
0
）
同
上
書
一
一
六
－
九
頁

（
1
1
）
同
上
書
一
一
八
一
九
頁

（
1
2
）
同
上
書
一
四
三
頁

三
　
保
守
勢
力
の
優
勢

　
　
ω
選
挙
運
動

　
選
挙
運
動
は
通
例
、
組
織
さ
れ
た
運
動
体
が
行
う
。
運
動
体
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

心
は
候
補
者
（
議
員
）
の
後
援
会
で
あ
る
。
地
方
選
挙
に
お
け
る
そ

の
後
援
会
活
動
の
普
及
の
状
況
は
ほ
ぼ
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
候
補
者
の
後
援
会
に
加
入
し
て
い
る
も
の
の
割
合
は
七
五
年
連
盟

調
査
に
よ
れ
ば
表
1
1
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
七
五
年
統
一
地
方
選

挙
の
候
補
者
の
後
援
会
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
全
国

で
は
加
入
し
て
い
る
も
の
が
二
三
％
に
上
る
。
有
権
者
七
〇
〇
〇
万

人
と
見
て
、
約
一
六
〇
〇
万
人
に
な
り
、
か
な
り
の
数
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。

1
6ゆ

P
飢
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枷三訂二三灘議騨髄 　
表
1
2
は
「
加
入
し
て
い
な
い
」
と
答
え
た
も
の
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
加
入
を
勧
誘
さ
れ
た
経
験
を
き
い
た
回
答
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
そ
の
経
験
を
も
つ
も
の
が
三
四
％
で
あ
る
。
こ
の
経
験
は
非
加
入
者
約
五
二
C
O
万
人
と
見
て
、
約
一
七
〇
〇
万
人
に
上
る
。
加
入
者

と
合
わ
せ
て
第
8
回
統
一
地
方
選
挙
で
候
補
者
の
後
援
会
活
動
の
対
象
に
な
っ
た
も
の
は
、
三
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る
数
と
な
る
。
こ
の

数
は
県
議
候
補
者
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
が
、
地
方
選
挙
の
運
動
の
方
法
と
し
て
の
後
援
会
活
動
は
き
わ
め
て
活
発
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
一
九
七
九
年
忌
8
回
統
一
地
方
選
挙
に
際
し
て
の
協
会
調
査
に
よ
れ
ば
、
加
入
者
は
二
八
％
、
非
加
入
者
の
勧
誘
経
験
者
は

三
七
％
に
な
っ
て
お
り
、
後
援
会
活
動
の
範
囲
は
よ
り
拡
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
後
援
会
活
動
の
拡
が
り
を
表
1
1
・
1
2
で
地
域
別
に
見
る
と
興
味
深
い
現
象
が
出
て
く
る
。
　
後
援
会
活
動
は
人
口
一
〇
万
以
上
の
中
都

市
、
九
大
市
、
小
都
市
の
順
で
活
発
で
、
郡
部
町
村
は
加
入
者
一
五
％
、
加
入
を
誘
わ
れ
た
も
の
、
非
加
入
者
の
二
五
％
で
、
そ
の
活
動

の
拡
が
り
は
む
し
ろ
小
さ
い
。
中
都
市
は
加
入
者
は
三
〇
％
、
　
「
誘
わ
れ
た
も
の
」
四
二
％
で
も
っ
と
も
活
発
で
あ
る
。
後
援
会
活
動
は

一
九
五
五
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
選
挙
運
動
の
形
態
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
伝
統
的
な
社
会
構
造
の
解
体
傾
向
に
対
応
す
る
運
動
方
式
で
あ
っ

（
1
4
）

た
。
す
な
わ
ち
血
縁
と
地
縁
の
人
間
関
係
を
基
礎
に
伝
統
的
文
化
様
式
で
固
め
ら
れ
た
伝
統
的
な
社
会
構
造
は
戦
後
の
都
市
化
の
進
行
に

伴
い
、
そ
の
解
体
が
進
ん
だ
。
ま
た
伝
統
的
文
化
様
式
も
都
市
化
地
域
で
は
近
代
化
が
進
ん
だ
。
こ
の
事
態
に
よ
っ
て
従
来
の
血
縁
、
地

縁
の
社
会
関
係
を
起
用
し
た
選
挙
運
動
方
式
で
は
効
果
が
あ
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
集
票
を
直
接
目
的
と
し
た
組
織
と
し
て
後
援
会

が
設
け
ら
れ
、
そ
の
活
動
に
よ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
後
援
会
活
動
は
伝
統
的
社
会
構
造
の
解
体
が
い
ち
じ
る
し
い

大
中
都
市
に
も
っ
と
も
活
発
で
、
小
都
市
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
そ
れ
が
な
お
か
な
り
残
っ
て
い
る
郡
部
町
村
に
よ
り
弱
い
の
で
あ
る
。
後
援

会
活
動
は
伝
統
的
社
会
構
造
の
解
体
過
程
を
条
件
と
す
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
な
お
そ
れ
は
大
体
に
お
い
て
、
血
縁
、
地
縁
の
人
間
関
係

を
た
よ
り
に
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
後
援
会
活
動
は
伝
統
的
構
造
の
解
体
、
あ
る
い
は
緩
み
に
対
す
る
選
挙
運
動
面
で

の
機
能
的
補
完
作
用
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

1
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説論

入
加

の会三才1
1

表

不
　

明

し
て
い
な
い

加
　

回

し
て
い
る

加
　

入

総
　

数

％
沼2

％
6
7

7
4

％
．

β2
2

烈護2数総

’
2

I
ユ
β
β

｛
一
　

ウ
召
　
り
◎
　

2
　
2

澄
　
6
0
β
2
3

8
2
U
9

U
7

V
7

W
2

3
乃
」
渇
泊

1
6

Q
9
Q
9

Q
0
P
5

7
2
X
7

W
2
V
0
O
0

1
　
2
　
7
　
5
　

ρ
◎

〕
，
区
市
市
市
部

域

都京

大
都
都

馳　
東
9
中
小
郡

誘勧の入加会援後1
2

表

　
人

　
と

　
副

　
し

　
ほ

　
て

　
し

　
入

　
加

　
に

　
会

　
援

　
後

　
の
。

　
者
か

　
補
す

　
候
ま

に
の
り

三
三
あ

た
選
が

え
「
と

答
に
こ

と
で
た

」
ま
れ

い
今
わ

な
は
そ

い
た
さ

て
な
ら

し
あ
か

入加
Q

「
S

明
不い

なるあて
侵

し
い

入
な

旧
い

％

β3

％

滋6
2

％

3
3
3

0
9

’
8

1
数悪

澄
沼
3
洛
謁

Ω
9
　
バ
7
　
3
　つ0
　
∩
◎

鰯
鰯
即
郡
穐

脚
枷
鰯
郡
㎜

4
2
O
5

Q
6
S
0
X
6

4
⊥
　
2
　5
　
君
4
　
」
4

〕
区
市
市
市
部

三

都
京

大
都
都

馳　
東
9
中
小
郡

⑱励

●

α4
6



旧訳油垢騨灘逐一髄 　
つ
ぎ
に
後
援
会
活
動
と
日
常
支
持
政
党
と
の
関
係
を
見
よ
う
、
表
1
3
と
1
4
で
あ
る
。

　
表
1
3
に
よ
る
と
自
民
党
日
常
支
持
者
の
三
〇
％
が
後
援
会
に
加
入
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
少
数
の
例
外
を
除
い
て
、
自
民
党
候
補
者
の

そ
れ
に
で
あ
る
。
自
民
党
支
持
者
の
加
入
率
が
も
っ
と
も
高
く
、
社
会
党
支
持
者
で
は
加
入
者
二
五
％
で
あ
る
、
無
党
派
組
は
さ
す
が
に

加
入
者
＝
二
％
で
少
な
い
。

　
表
1
4
は
非
加
入
者
の
勧
誘
経
験
で
あ
る
が
、
支
持
政
党
で
は
、
こ
れ
も
自
民
党
支
持
者
三
八
％
で
、
実
数
の
少
な
い
民
社
党
支
持
者
四

七
％
の
つ
ぎ
に
多
く
、
社
会
党
支
持
者
三
二
％
を
引
き
離
し
て
い
る
。
同
姓
で
県
議
選
で
投
票
候
補
者
の
政
党
別
で
見
る
と
、
こ
の
場
合

は
共
産
党
投
票
者
四
七
％
、
民
社
党
投
票
者
四
四
％
、
に
つ
づ
い
て
自
民
党
の
そ
れ
は
三
七
％
、
社
会
党
の
そ
れ
は
五
％
で
あ
る
。
実
数

で
は
も
ち
ろ
ん
自
民
党
が
も
っ
と
も
多
い
。

　
加
入
者
、
勧
誘
経
験
者
を
総
合
し
て
、
自
民
党
の
後
援
会
活
動
は
き
わ
め
て
活
発
で
、
各
党
中
も
っ
と
も
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
い
え

る
の
で
あ
る
。

　
後
援
会
は
正
し
い
意
味
で
い
え
ば
、
候
補
者
で
な
い
者
に
よ
る
候
補
者
の
選
挙
の
支
援
組
織
で
あ
る
。
し
か
し
保
守
系
候
補
者
の
そ
れ

は
名
目
上
は
候
補
者
外
の
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
状
は
そ
の
運
営
は
経
費
や
方
針
に
つ
い
て
候
補
者
が
基
本
的
に

責
任
を
も
ち
、
宰
配
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
共
産
党
や
社
会
党
の
場
合
は
後
援
会
の
自
主
性
は
か
な
り
強
く
な
る
。
も
っ
と
も
保
守
系

の
後
援
会
で
も
運
営
経
費
の
あ
る
部
分
を
会
員
か
ら
の
会
費
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
こ
と
も
あ
る
．
こ
う
し
た
後
援
会
の
実
態
を
知
る
一
資

料
と
し
て
会
費
納
入
の
有
無
に
つ
い
て
調
査
が
な
さ
れ
た
。
表
1
5
は
そ
の
結
果
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
全
国
で
見
る
と
後
援
会
の
加
入
者
で
会
費
を
払
っ
て
い
る
者
は
一
八
％
で
、
払
っ
て
い
な
い
者
は
七
八
％
の
大
多
数
に

及
ぶ
。
候
補
者
後
援
会
の
会
員
は
会
費
を
負
担
し
な
い
も
の
が
大
部
分
で
、
そ
の
会
員
登
録
は
投
票
に
お
け
る
支
持
の
予
約
を
意
味
す
る

も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
後
援
会
活
動
は
選
挙
運
動
の
主
要
な
方
式
で
あ
る
こ
と
の
実
質
を
示
す
の
で
あ
る
。

1
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説　
　
党

論
　
政

　
　
持

　
　
支入

加

似会援後1
3

表

不
　
　
明

し
て
い
な
い

加
　
　
入

し
て
い
る

加
　
　
入

総
　
　
数

　
ユ
ー
ユ
［
［
』
渇
3

　
ワ
9
　
　
　
｛
⊥
　
　
　
　
　
8
　
1
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
1

7
8
，
4
9
5
6
1
3

　
7
4
2
3
4
9
3
9

　
6
7
7
7
7
6
8
6

、
2
2
4
1
5
7
4
3

　
0
5
6
6
5
1
5
3

　
3
2
2
2
2
2
1
1

　
7
9
7
1
1
3
3
0

　
1
4
8
1
5
2
3
5

　
只
）
　
q
O
　
　
　
「
⊥
　
　
　
　
　
0
0
　
1
轟

　
党
藁
囲
党
党
帯
し
明

鋼
　
　
　
　
　
　
　
な

政
民
国
産
明
社
の
回

持
　
　
　
　

政

　
　
　
　
　
　
　
持

伎
　
自
社
共
公
民
そ
支
不

毛
勧

の入加1
4

表
党政

票
投の選

議
県

　

三十持三

訂
謡い

なるあて
話

し
い

入
な

加
い

錨
”
焔
躍
脇
　
脇
師

　
　
　
　
　
　
　
1

回
読
鰯
幾
瓢

瀧
灘
齢
麗

一
高
6
3
8
2
3
8
1
6
蹴
鵬

㌦
劃
他
し
明

　
　
　
　
　
　
　
な

政
民
会
産
三
社
の
回

持
　
　
　
　
政

　
　
　
　
　
　
　
持

伎
　
自
社
共
公
民
そ
支
不

姻
器

鎚
鎚

謝
識
重
三
麗

二
言
蜘
謝

姻
加
5
3
弱
2
5
2
三
三

㌦
党
党
党
党
派
属
明

政
　
　
　
　
　
　
　
不

轡
会
産
明
社
罫

簾
自
社
一
二
無
喘

2
0劾い欲

4



枷酬臓応力灘識牌髄
払

支
の

司会
1
5

表

に
者

た
え

答
と

唱
い

ぽ訊
防

　
党

　
緻

燦
蕪蜘姻鋤囎　

s
Q

明
黒い

な
い

る
い

露鰍
い

諸31
剥

丁半赤嘘
数総

篇
U

鎚
㎝

　
1

”
脳
鴇
”
印
㎝
篇
切

7
7
4
7
7
8
8
6

腿
師
翻
侃
卸
㎝
自
切

－
↓
　
9
臼
　
5
　
　
∩
∠
　
　
ウ
9
　
ワ
臼
　
　
　
　
ウ
臼

脚
路
認
2
9
聡
5
鵬
2
0

削
密
訴
党
党
党
他
枇
明

政
　
　
　
　
　
　
党

持
民
会
産
繭
社
の
政
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持

伎
　
自
社
共
公
民
そ
支
不

　
同
じ
く
表
1
5
で
日
常
支
持
政
党
と
の
関
係
を
見
る
と
、
自
民
党
支

持
者
の
加
入
者
で
、
払
っ
て
い
な
い
者
が
七
八
％
で
多
く
、
社
会
党

も
同
様
で
あ
る
。
共
産
党
支
持
者
の
加
入
者
の
そ
れ
が
四
八
％
で
も

っ
と
も
少
な
い
。
自
民
党
の
候
補
者
は
各
党
に
く
ら
べ
て
群
を
ぬ
い

て
多
数
の
後
援
会
員
を
擁
す
る
が
、
そ
の
大
多
数
は
運
営
経
費
を
負

担
せ
ず
、
単
な
る
投
票
予
約
者
か
、
運
動
員
か
で
あ
る
の
で
あ
る
。

社
会
党
支
持
者
の
加
入
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
後
援
会
活
動
は
日
常
的
に
は
予
定
候
補
者
を
中
心
に
し
た
集
会
、

見
学
旅
行
な
ど
の
行
事
、
公
共
事
業
・
行
政
的
便
宜
の
獲
得
・
あ
っ

せ
ん
、
就
職
、
入
学
、
結
婚
な
ど
各
種
世
話
活
動
、
冠
婚
葬
祭
な
ど

社
交
活
動
、
　
祭
な
ど
地
域
の
催
し
へ
の
寄
附
と
参
加
、
　
等
々
で
あ

り
、
こ
れ
で
日
常
的
支
持
者
を
つ
な
ぎ
と
め
、
ま
た
そ
の
拡
大
を
は
，

か
る
。
選
挙
が
近
ず
い
て
く
る
と
予
定
候
補
者
の
励
ま
す
会
や
資
金

集
め
パ
ー
テ
ィ
を
開
き
、
日
常
支
持
者
の
結
束
を
は
か
り
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1

会
員
の
活
動
家
は
投
票
予
約
者
を
ふ
や
す
た
め
の
活
動
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
後
援
会
の
会
員
獲
得
の
ル
ー
ト
は
地
縁
、
血
縁
の
縁
故
関
係
、
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

業
や
労
組
の
職
場
関
係
、
同
窓
会
、
文
化
団
体
、
宗
教
団
体
、
さ
ら
　
鉦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

に
各
種
圧
力
団
体
の
知
人
関
係
等
が
起
用
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
ル
ー
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ト
の
起
用
で
地
域
の
社
会
構
造
に
お
い
て
優
位
を
占
め
る
保
守
系
候
補
者
は
有
利
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　
県
議
選
挙
を
は
じ
め
地
方
議
員
選
挙
で
は
政
策
を
訴
え
、
政
策
で
支
持
票
を
獲
得
す
る
政
策
戦
は
例
外
の
場
合
を
除
き
、
き
わ
め
て
弱

く
、
候
補
者
の
知
名
度
を
高
め
、
政
治
活
動
や
社
会
活
動
を
印
象
づ
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
支
持
票
を
獲
得
し
て
行
く
組
織
戦
が
主
と
し
て

展
開
さ
れ
る
。
正
規
の
選
挙
運
動
期
間
が
は
じ
ま
る
ま
で
に
投
票
者
の
過
半
数
は
す
で
に
そ
の
投
票
対
象
を
き
め
て
い
る
の
は
こ
う
し
た

県
議
選
の
運
動
形
態
か
ら
出
て
ズ
る
。
ま
た
短
か
い
選
挙
運
動
期
間
に
名
前
を
連
呼
し
て
歩
き
、
ポ
ス
タ
ー
を
は
り
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
効

果
を
あ
げ
る
の
は
こ
う
し
た
日
常
活
動
が
前
提
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
有
権
者
住
民
の
中
に
候
補
者
の
知
名
度
を
高
め
る
こ
と
は
県
議
選
挙
戦
で
も
っ
と
も
大
切
な
目
標
で
あ
る
。
表
1
6
は
七
五
年
連
盟
調
査

に
よ
る
候
補
者
の
知
名
度
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
全
国
で
は
「
ふ
だ
ん
か
ら
知
っ
て
い
た
」
二
五
％
、
　
「
あ
る
程
度
知
っ
て
い
た
」
三
八
％
、
両
方
合
計
で
六
三
％
の

投
票
者
が
そ
の
投
票
対
象
を
日
常
的
に
か
な
り
の
程
度
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
「
名
前
く
ら
い
知
っ
て
い
た
」
二
五
％
を
加
え

る
と
、
県
議
選
で
は
、
投
票
者
の
約
九
〇
％
が
か
れ
ら
の
投
票
し
た
候
補
者
を
日
常
的
に
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
・

　
投
票
候
補
者
の
知
名
状
態
を
地
域
で
見
る
と
、
　
「
ふ
だ
ん
か
ら
知
っ
て
い
る
」
の
が
も
っ
と
も
多
い
の
は
郡
部
町
村
で
二
七
％
で
、
も

っ
と
も
少
な
い
の
は
九
大
市
二
三
％
で
あ
る
。
　
「
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
」
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
九
大
市
で
は
二
二
％
の
多
数
に
上

る
が
、
小
都
市
章
％
、
郡
部
町
村
九
％
の
少
数
で
あ
る
。
保
守
勢
力
の
強
い
非
都
市
部
に
投
票
候
補
者
の
知
名
度
は
高
い
。

　
職
業
で
見
る
と
、
　
「
ふ
だ
ん
か
ら
よ
く
知
っ
て
い
た
」
は
、
商
工
・
自
由
業
自
営
、
四
七
％
、
農
林
漁
業
自
営
、
三
六
％
、
管
理
職
、

三
八
％
で
、
自
民
・
保
守
系
の
強
い
地
盤
で
候
補
者
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
日
常
支
持
政
党
で
見
る
と
、
　
「
ふ
だ
ん
か
ら
よ
く
知
っ
て
い
た
」
ば
自
民
党
支
持
者
に
三
三
％
で
他
の
党
よ
り
多
い
。
さ
ら
に
県
議
選

の
投
票
政
党
で
見
る
と
、
こ
れ
も
候
補
者
が
ふ
だ
ん
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
自
民
党
投
票
者
、
三
一
％
で
も
っ
と
も
多
い
の
で

2
2吻い欲

4
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あ
る
。

　
こ
う
し
て
自
民
党
・
保
守
系
候
補
者
は
非
都
市
部
、
自
営
業
者
、
自
民
党
日
常
支
持
層
、
自
民
党
投
票
者
の
な
か
に
ふ
だ
ん
か
ら
よ
く

知
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
こ
と
で
選
挙
の
際
に
多
大
の
集
票
効
果
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
組
織
戦
重
点
で
進
め
ら
れ
る
県
議
選
挙
は
し
ば
し
ば
買
収
、
供
応
の
選
挙
戦
に
堕
落
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

　
富
士
吉
田
市
で
は
一
九
七
五
年
四
月
の
県
議
選
で
定
数
三
を
四
人
の
保
守
系
候
補
が
争
っ
た
。
政
策
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
似
た
り
よ
っ
た
り

で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
四
人
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
地
縁
、
血
縁
の
つ
な
が
り
を
た
ど
る
票
ま
と
め
の
組
織
戦
が
全
面
的
に

展
開
さ
れ
た
。
事
務
所
、
連
絡
所
で
大
び
ら
に
飲
み
く
い
が
な
さ
れ
た
。
無
尽
講
や
お
日
待
ち
の
会
合
に
は
候
補
者
が
そ
の
費
用
を
も
っ

て
挨
拶
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
投
票
日
の
三
、
四
日
前
に
な
る
と
各
派
一
せ
い
に
後
援
会
名
簿
を
も
と
に
末
端
の
選
挙
民
に
現
金
を
に
ぎ

ら
せ
る
と
い
う
票
が
た
め
が
行
わ
れ
た
。
一
票
五
、
○
○
○
円
か
ら
二
、
○
○
○
円
の
相
場
で
あ
っ
た
。
一
人
の
住
民
が
二
つ
、
三
つ
の

後
援
会
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
七
五
年
選
挙
の
と
き
、
　
「
朝
日
新
聞
」
　
（
七
五
・
四
・
五
）
が
福
岡
県
議
、
市
議
選
候
補
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
二
四
五
人

か
ら
回
答
九
七
％
）
の
結
果
は
県
議
選
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
　
候
補
者
の
一
二
％
、
　
一
二
人
は
資
産
一
億
円
以
上
を
も
っ
て
い

る
。
選
挙
資
金
は
六
〇
％
が
法
定
費
用
内
で
ま
か
な
っ
て
い
る
と
答
え
て
い
る
が
、
他
の
候
補
者
に
つ
い
て
は
同
じ
く
六
〇
％
が
法
定
費

用
内
で
ま
か
な
っ
て
い
な
い
と
答
え
た
。
革
新
系
候
補
者
の
多
く
は
保
守
系
は
政
策
抜
き
の
金
権
候
補
と
考
え
て
い
る
。
保
守
系
候
補
者

は
正
規
の
選
挙
運
動
に
は
費
用
は
か
か
ら
な
い
が
、
後
援
会
活
動
な
ど
集
票
地
盤
の
維
持
に
大
変
な
費
用
が
か
か
る
、
し
か
し
こ
の
あ
り

方
は
積
年
の
宿
弊
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
と
答
え
る
。
選
挙
資
金
の
調
達
先
は
自
己
資
金
が
六
、
七
〇
％
、
で
当
選
の
た
び
に
借
金
が

ふ
え
る
。
ま
た
支
持
者
か
ら
の
献
金
や
党
資
金
も
あ
る
。

　
当
選
理
由
は
多
い
順
か
ら
①
地
元
奉
仕
、
②
党
へ
の
支
持
、
③
後
援
組
織
、
④
政
治
姿
勢
、
⑤
個
人
の
魅
力
、
⑥
与
党
の
強
み
、
と
な

2
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二

り
、
特
定
の
政
策
を
あ
げ
た
の
は
一
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
自
民
・
保
守
系
候
補
は
地
元
奉
仕
の
実
績
を
あ
げ
る
も
の
が
多
い
。
一
古
参
議
員
は
七
四
年
か
ら
の
一
年
間
で
就
職
の
口
き
き
、
見
合

い
の
世
話
、
仲
人
、
家
庭
紛
争
の
相
談
な
ど
数
百
人
の
め
ん
ど
う
を
見
た
。
公
明
党
と
共
産
党
の
場
合
は
「
党
へ
の
支
持
」
を
一
位
に
、

「
政
治
姿
勢
」
を
二
位
に
あ
げ
る
。
　
落
選
の
理
由
で
は
、
三
〇
％
が
「
他
候
補
の
金
に
や
ら
れ
た
」
と
い
う
。
　
こ
れ
は
落
選
者
の
多
い

社
、
共
候
補
に
多
い
。
　
「
実
弾
で
一
夜
で
態
度
を
か
え
る
有
権
者
に
も
問
題
」
と
落
選
者
は
指
摘
す
る
。
二
位
に
あ
げ
ら
れ
る
理
由
は
知

名
度
の
不
足
で
あ
り
、
こ
れ
は
当
然
な
が
ら
三
〇
郵
貯
以
下
の
若
い
候
補
者
に
多
い
。
三
位
の
理
由
は
「
戦
術
の
あ
や
ま
り
」
で
そ
の
内

容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
中
に
は
「
地
域
ボ
ス
に
金
を
渡
し
た
が
下
ま
で
下
り
な
か
っ
た
」
ど
か
「
有
力
者
へ
の
挨
拶
が
お
く
れ
た
」

と
か
が
あ
る
。

　
県
議
選
挙
で
政
策
が
争
点
に
な
る
の
は
異
例
の
場
合
で
あ
る
。
七
五
年
選
挙
で
大
分
・
臼
杵
市
選
挙
区
（
定
数
一
）
は
そ
の
一
例
で
、

同
市
の
風
成
地
区
へ
の
セ
メ
ン
ト
工
場
立
地
に
対
し
て
住
民
の
反
対
運
動
が
あ
り
、
　
こ
め
政
策
的
選
択
が
選
挙
戦
の
主
要
争
点
と
な
っ

た
。
風
成
の
漁
家
の
婦
人
た
ち
が
こ
の
住
民
運
動
の
推
進
者
で
あ
り
、
彼
女
た
ち
は
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
革
新
系
新
人
候
補
を
お

し
て
選
挙
運
動
に
従
事
し
た
。
相
手
は
自
民
党
県
連
幹
事
長
で
現
職
の
有
が
候
補
。
同
市
は
保
守
の
地
盤
で
「
長
の
つ
く
人
に
つ
な
が
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

た
義
理
と
人
情
で
ガ
ン
ジ
ガ
ラ
メ
に
固
め
ら
れ
た
タ
テ
型
選
挙
が
行
わ
れ
て
い
た
」
。
彼
女
た
ち
は
月
三
〇
〇
円
の
資
金
ヵ
ソ
バ
を
し
、

一
人
五
票
獲
得
を
目
標
に
、
実
家
や
友
人
宅
を
ひ
そ
か
に
た
ず
ね
「
き
れ
い
な
海
と
大
仏
の
さ
と
を
守
る
た
め
に
」
と
投
票
を
頼
ん
だ
。

対
立
候
補
は
五
〇
〇
〇
万
円
の
資
金
を
用
意
し
、
　
そ
れ
を
バ
ラ
ま
い
た
、
と
の
う
わ
さ
も
出
た
。
　
彼
女
た
ち
は
女
性
の
清
潔
感
で
訴
え

た
。
候
補
者
へ
は
自
家
製
の
つ
け
も
の
、
茶
、
ミ
カ
ン
、
ワ
カ
メ
、
梅
干
な
ど
が
陣
中
見
舞
に
寄
せ
ら
れ
た
。
夜
は
電
話
で
頼
み
、
地
区

の
入
口
に
「
切
り
く
ず
し
」
防
止
の
張
番
に
立
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
ま
た
、
毎
晩
裏
山
の
氏
神
に
上
り
、
般
若
心
経
を
一
人
四
五
回
、
一

時
間
半
か
け
て
読
経
し
、
必
勝
祈
願
を
し
た
。
こ
う
し
た
行
動
は
す
べ
て
自
発
的
に
行
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
革
新
系
後
藤
国
利
候
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補
は
当
選
し
た
。
投
票
率
は
八
二
・
〇
九
％
で
こ
れ
ま
で
の
最
高
、
女
性
票
が
男
性
票
を
上
ま
わ
っ
た
。

　
七
九
年
選
挙
で
も
山
口
県
曲
豆
浦
郡
選
挙
区
で
原
子
力
発
電
所
設
置
反
対
の
住
民
運
動
と
結
ん
だ
選
挙
戦
が
あ
り
、
住
民
運
動
側
の
勝
利

と
な
っ
た
。

　
県
議
選
挙
が
政
策
を
争
点
に
し
て
争
わ
れ
る
こ
と
は
稀
な
場
合
で
あ
る
が
、
　
そ
の
よ
う
な
場
合
は
曾
て
い
革
新
系
に
有
利
に
進
行
す

る
。
し
か
し
こ
う
し
た
場
合
は
異
例
で
あ
る
の
で
、
そ
の
政
策
争
点
が
沈
静
す
る
と
、
選
挙
は
ま
た
組
織
戦
に
も
ど
り
、
保
守
派
の
優
勢

に
復
帰
す
る
。

　
最
後
に
無
投
票
当
選
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
集
票
地
盤
が
既
成
の
勢
力
に
よ
っ
て
圧
倒
的
に
優
勢
に
固
め
ら
れ
る
と
選
挙
を
争
う
挑

戦
者
が
出
に
く
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
①
選
挙
定
数
が
少
な
い
、
②
定
数
だ
け
の
予
定
候
補
者
の
集
票
地
盤
が
組
織
的
に
固
定
し

て
い
る
、
③
地
域
に
政
策
課
題
や
社
会
、
人
口
構
造
の
大
き
な
変
化
な
ど
選
挙
結
果
に
変
動
を
起
し
そ
う
な
要
因
が
な
い
、
と
い
う
条
件

か
ら
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
保
守
系
に
適
応
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
無
投
票
当
選
者
は
自
民
党
、
保
守
系
に
多
い
。
し
か
し
革

新
系
で
も
①
保
守
系
同
様
の
日
常
的
組
織
活
動
が
あ
る
、
②
労
働
者
居
住
地
帯
で
あ
る
、
③
宗
教
団
体
そ
の
他
の
組
織
的
集
票
地
盤
が
あ

る
と
い
っ
た
場
合
に
は
無
投
票
当
選
の
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
つ
の
勢
力
が
そ
の
集
票
力
に
よ
っ
て
確
実
に
議
席
を
支
配
し
て
い
る
場
合
、
同
一
勢
力
内
で
そ
の
議
席
を
争
う
も
の
が
現
わ
れ
る
と
、

選
挙
戦
に
な
る
。
そ
こ
で
状
況
を
無
投
票
に
も
っ
て
行
く
た
め
に
立
候
補
者
の
調
整
が
行
わ
れ
る
。
革
新
系
は
拠
点
組
織
で
候
補
者
を
き

め
る
か
ら
こ
の
よ
う
な
事
態
は
表
面
化
し
な
い
で
収
拾
さ
れ
る
。
保
守
系
で
は
個
人
地
盤
の
性
格
が
強
い
の
で
、
調
整
工
作
が
必
要
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

る
こ
と
が
多
い
。
調
整
工
作
は
多
く
の
場
合
、
県
議
地
盤
を
系
列
下
に
お
い
て
い
る
代
議
士
ク
ラ
ス
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

　
県
議
選
の
集
票
地
盤
の
形
成
が
、
①
日
常
的
に
、
個
人
主
体
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
、
②
政
策
活
動
よ
り
も
組
織
活
動
が
主
な
手
段

に
な
る
、
③
政
治
外
的
な
世
話
役
活
動
、
社
交
活
動
が
多
い
、
と
い
う
特
徴
を
も
つ
こ
と
で
、
そ
の
形
成
は
保
守
勢
力
に
有
利
な
形
で
進
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ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
②
　
社
会
構
造

　
県
会
議
員
は
政
策
や
政
党
の
政
治
的
要
因
に
よ
っ
て
よ
り
も
社
会
的
要
因
を
理
由
に
し
て
選
出
さ
れ
て
い
る
。
社
会
的
要
因
に
は
経
済

関
係
、
階
級
構
造
、
人
口
構
造
、
宗
教
生
活
、
社
交
関
係
、
自
治
行
政
等
が
含
ま
れ
、
い
ず
れ
も
政
治
的
要
因
と
間
接
的
に
関
連
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
県
会
議
員
選
挙
の
特
性
は
自
民
党
、
保
守
系
議
員
の
選
出
に
き
わ
め
て
有
利
に
は
た
ら
き
、
県
会
に
お
け
る
保
守
勢
力

の
多
数
支
配
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
に
保
守
系
議
員
は
職
業
別
で
は
農
林
漁
業
、
商
工
自
由
業
の
経
営
者
お
よ
び
そ
の
家
族
従
業
者
の
支
持
を
支
配
し
、
そ
の
他
の
職

業
層
に
お
い
て
も
比
較
多
数
の
支
持
を
得
て
い
る
。

　
と
く
に
農
民
に
お
け
る
か
れ
ら
の
支
持
は
圧
倒
的
多
数
に
及
ん
で
い
る
。
農
民
の
保
守
系
議
員
支
持
の
あ
り
方
は
社
会
的
要
因
に
よ
る

議
員
支
持
の
モ
デ
ル
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
九
七
六
年
総
選
挙
の
際
の
推
進
協
会
調
査
に
よ
る
と
投
票
意
思
決
定
の
際
に
有
権
者

が
考
慮
し
た
争
点
と
し
て
物
価
、
福
祉
、
不
況
対
策
な
ど
が
多
く
あ
げ
ら
れ
る
な
か
で
「
農
業
対
策
」
は
全
国
で
一
〇
％
の
投
票
者
が
争

点
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
地
域
の
郡
部
町
村
で
は
二
三
％
に
な
り
、
農
林
漁
業
自
営
層
で
は
六
一
％
の
多
数
に
上
っ
た
。
つ
ま
り
農
民

は
「
農
業
対
策
」
　
の
争
点
に
他
の
職
業
層
の
争
点
関
心
と
は
不
調
和
に
孤
立
的
に
高
い
関
心
を
よ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
農
民
の
こ
の

異
常
に
高
い
農
業
問
題
へ
の
関
心
に
は
単
に
近
代
的
農
業
の
み
な
ら
ず
、
伝
統
的
な
家
業
と
し
て
の
農
業
生
活
が
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
ま

た
当
然
に
算
二
種
兼
業
の
家
計
所
得
に
副
次
的
な
農
業
も
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
保
守
政
治
家
が
よ
く
口
に
す
る
「
農
村
は
民
族
の
苗

代
」
と
い
っ
た
重
農
思
想
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
伝
統
的
な
農
村
生
活
に
対
す
る
大
き
な
郷
愁
が
そ
こ
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
“
ふ
る
さ

と
”
や
“
ま
つ
り
”
を
農
村
と
言
置
す
る
よ
う
な
伝
統
的
情
緒
で
も
あ
ろ
う
。
農
村
と
農
業
に
こ
の
よ
う
な
利
益
と
情
緒
の
関
心
を
も
つ

農
家
住
民
は
総
選
挙
で
、
そ
し
て
地
方
選
挙
で
は
一
層
に
、
自
民
党
・
保
守
系
勢
力
に
圧
倒
的
な
多
数
支
持
を
送
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
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政
府
、
自
民
党
も
ま
た
こ
の
農
民
の
支
持
を
維
持
す
る
た
め
に
食
管
制
度
の
維
持
、
国
鉄
赤
字
線
の
運
転
と
建
設
、
市
街
化
地
域
内
農
地

の
宅
地
並
み
課
税
へ
の
た
め
ら
い
な
ど
農
民
対
策
で
対
応
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
保
守
系
議
員
は
社
会
階
層
別
で
は
上
層
、
　
「
中
の
上
」
層
か
ら
圧
倒
的
多
数
の
支
持
を
得
て
い
る
。
か
れ
ら
は
わ
が
国
に
お
け

噛
る
相
対
的
な
上
流
階
層
の
代
表
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
正
規
の
選
挙
運
動
よ
り
も
事
前
の
日
常
活
動
が
議
員
選
挙
に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
保
守
系
議
員
に
有
利
に
作
用
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
日
常
活
動
は
地
域
社
会
の
構
造
的
要
素
を
ル
ー
ト
に
し
て
行
わ
れ
る
。
経
済
・
職
業
等
の
利
益
関
係
、
区
会
・
町
会
・

婦
人
会
等
の
地
域
住
民
網
羅
組
織
、
氏
子
・
壇
家
・
宗
教
団
体
、
各
種
講
、
無
尽
、
同
窓
会
、
文
化
団
体
等
の
親
睦
・
社
交
団
体
、
こ
れ

ら
地
縁
関
係
と
血
縁
関
係
等
が
そ
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。

　
第
四
に
区
会
・
町
会
等
の
住
民
と
接
触
す
る
末
端
自
治
行
政
機
関
の
有
力
者
は
保
守
系
候
補
者
の
運
動
体
に
加
わ
る
こ
と
が
多
い
。

　
第
五
に
投
票
の
意
思
決
定
の
基
準
と
し
て
政
策
、
政
党
よ
り
も
候
補
者
個
人
と
の
関
係
が
主
要
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
地
域
社
会
に
地

縁
的
影
響
を
強
く
も
っ
て
い
る
保
守
系
候
補
者
に
集
票
効
果
を
上
げ
さ
せ
る
。
政
治
行
動
に
お
い
て
日
常
的
な
経
済
的
利
益
の
考
慮
が
き

わ
め
て
強
く
は
た
ら
く
の
で
、
経
営
者
、
と
く
に
建
設
業
関
係
の
も
の
が
保
守
系
議
員
に
多
い
。
公
共
事
業
が
経
済
の
高
度
成
長
の
推
進

力
で
あ
り
、
そ
の
後
の
低
成
長
移
行
期
・
不
況
期
に
は
よ
り
一
層
そ
れ
が
経
済
の
刺
激
的
役
割
を
も
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
公
共
事
業
に
関

係
の
あ
る
建
設
関
連
業
者
の
保
守
系
の
県
会
議
員
を
は
じ
め
地
方
議
員
へ
の
進
出
が
い
ち
じ
る
し
く
な
っ
た
。
ま
た
代
議
士
の
集
票
地
盤

関
係
で
は
そ
の
血
縁
関
係
者
が
代
議
士
の
影
響
力
を
背
景
に
県
議
に
な
る
事
例
も
多
い
。

　
さ
て
こ
れ
ら
地
域
の
社
会
構
造
要
因
を
考
え
る
場
合
、
保
守
系
候
補
者
の
運
動
体
に
参
加
す
る
地
域
有
力
者
の
人
的
構
成
は
重
要
な
か

か
わ
り
を
も
つ
。
か
れ
ら
地
域
有
力
者
は
区
会
や
町
会
の
運
営
に
か
か
わ
る
。
区
会
（
非
都
市
部
は
通
常
、
○
○
地
区
会
と
よ
ば
れ
る
。

地
域
有
力
者
の
選
挙
活
動
は
町
会
よ
り
も
多
く
区
会
が
舞
台
と
な
る
の
で
以
下
、
区
会
に
両
者
を
代
表
さ
せ
る
）
は
地
方
議
員
や
首
長
の

2
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挙

選
員

議
会

議県府道都

地
区
推
薦
の
舞
台
と
な
る
。
区
会
の
態
度
と
し
て
き
ま
る
場
合
も
あ
る
が
、
区
長
・
議
員
ク
ラ
ス
の
区
の
有
力
者
の
話
し
合
い
で
推
薦
が

き
め
ら
れ
、
　
区
会
の
態
度
と
い
う
外
見
を
と
り
な
が
ら
住
民
に
下
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
　
地
区
推
薦
を
う
け
る
候
補
者
は
大
部
分
が
保

守
系
に
属
す
る
。
区
会
を
拠
点
と
す
る
地
方
有
力
者
が
中
央
に
つ
な
が
る
自
民
党
議
員
系
列
の
地
域
末
端
の
地
盤
組
織
者
と
な
る
の
で
あ

る
。　

こ
れ
ら
保
守
系
の
地
域
末
端
の
指
導
層
は
大
体
六
〇
才
前
後
か
ら
上
の
世
代
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
い
ま
や
こ
の
世
代
に
終
戦
を

二
〇
才
代
で
迎
え
た
戦
後
派
が
加
わ
っ
て
き
た
。
か
れ
ら
は
校
長
、
教
頭
、
国
鉄
・
郵
政
の
現
場
管
理
職
、
役
場
・
農
協
・
漁
協
の
管
理

職
、
企
業
の
管
理
職
等
々
の
定
年
退
職
者
か
ら
多
く
な
っ
て
い
る
。
戦
前
、
中
層
以
上
の
農
家
の
後
と
り
で
才
能
の
あ
る
も
の
は
旧
制
中

学
校
を
出
て
も
、
中
央
の
大
学
へ
は
あ
ま
り
進
ま
ず
、
師
範
学
校
へ
進
む
と
か
、
家
か
ら
通
え
る
公
の
機
関
や
銀
行
な
ど
手
が
た
い
企
業

に
す
ぐ
就
職
す
る
と
か
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
進
路
選
び
は
家
計
上
の
理
由
も
あ
っ
た
が
、
中
央
の
舞
台
へ
出
せ
ば
家
を
離
れ

て
し
ま
う
と
い
う
親
の
不
安
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
い
ま
保
守
派
の
地
域
指
導
層
と
な
っ
た
人
々
は
、
職
場
で
戦
後
の
民
主
化
運
動
、
労
働

運
動
を
身
を
以
て
経
験
し
、
そ
の
管
理
職
と
し
て
労
働
運
動
の
相
手
方
と
も
な
り
、
使
用
者
側
の
論
理
を
身
に
つ
け
、
定
年
に
至
り
、
退

職
金
を
も
ら
っ
て
第
二
の
人
生
を
始
め
た
よ
う
な
人
が
多
く
を
占
め
る
。

　
か
れ
ら
の
保
守
志
向
は
ま
っ
た
く
自
然
の
あ
り
方
で
あ
る
。
第
一
に
か
れ
ら
は
農
村
の
中
産
家
庭
の
後
継
者
で
あ
る
。
第
二
に
主
に
公

務
員
と
し
て
の
管
理
職
的
地
位
の
経
験
者
で
あ
る
。
第
三
に
高
齢
世
代
に
達
し
て
余
生
を
退
職
金
と
い
く
ば
く
か
の
小
遣
い
か
せ
ぎ
で
送

ろ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
か
れ
ら
は
中
央
集
権
的
、
官
権
的
地
方
自
治
の
保
守
地
域
指
導
者
と
し
て
十
分
な
適
性
を
も

っ
て
い
る
。
自
民
党
・
保
守
勢
力
は
こ
の
戦
後
派
地
域
指
導
層
の
新
編
成
に
よ
っ
て
非
都
市
地
域
に
お
け
る
選
挙
地
盤
を
強
化
す
る
の
に

成
功
し
て
い
る
。

　
保
守
勢
力
に
対
抗
す
べ
き
革
新
勢
力
の
主
力
、
社
会
党
の
非
都
市
地
域
で
の
末
端
指
導
層
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
と

2
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も
と
社
会
党
の
農
村
勢
力
は
か
つ
て
の
反
体
制
的
農
民
運
動
の
遺
産
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
部
地
域
（
北
海
道
、
山
形
、
新
潟
、

三
重
、
岡
山
、
香
川
な
ど
）
を
除
い
て
、
そ
の
地
域
指
導
層
の
補
充
シ
ス
テ
ム
は
体
を
な
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
社
会
党
の
活
動
家
は

二
〇
聖
代
、
三
〇
歳
代
で
労
働
運
動
を
経
験
し
、
お
さ
れ
て
地
方
議
員
に
な
っ
た
り
す
る
が
、
六
〇
歳
代
に
な
る
と
そ
の
多
く
が
保
守
の

亜
流
と
な
り
、
体
制
順
応
に
回
帰
す
る
。

　
こ
れ
が
戦
後
初
期
に
活
躍
し
た
多
く
の
社
会
党
活
動
家
の
今
日
の
地
域
に
見
ら
れ
る
姿
で
あ
る
。
社
会
党
は
地
域
に
お
け
る
活
動
家
勢

力
を
補
充
す
る
の
に
ゆ
き
な
や
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
戦
後
の
日
本
の
労
働
運
動
の
ゆ
が
み
と
民
主
化
運
動
が
地
域
社
会
に
定
着
し
な

か
っ
た
こ
と
と
の
実
証
と
も
い
え
よ
う
。

　
非
都
市
地
域
の
地
域
有
力
者
の
選
挙
に
お
け
る
役
割
に
対
し
て
、
主
と
し
て
都
市
部
に
お
い
て
企
業
経
営
者
の
自
民
党
、
保
守
勢
力
の

た
め
の
集
票
活
動
も
最
近
い
ち
じ
る
し
く
活
発
と
な
っ
て
き
た
。
企
業
の
選
挙
運
動
は
大
き
く
分
け
て
二
通
り
あ
る
。
一
つ
は
企
業
経
営

者
自
身
が
候
補
者
と
し
て
乗
り
出
す
場
合
で
、
こ
れ
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
候
補
者
に
は
公
共
事
業
と
関
係
の
深
い
土
木
建
設
関

連
企
業
か
ら
の
も
の
が
多
く
、
か
れ
ら
が
県
議
、
市
町
村
議
に
な
る
こ
と
は
一
九
五
五
年
以
後
の
経
済
の
高
度
成
長
期
に
進
行
し
た
。
か

れ
ら
は
候
補
者
と
し
て
自
ら
運
動
体
を
動
か
し
て
票
を
集
め
る
場
合
も
あ
る
が
、
区
会
、
町
内
会
を
通
し
て
運
動
す
る
こ
と
も
あ
る
。
県

議
候
補
者
の
場
合
、
ど
う
し
て
も
後
者
の
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
い
ま
一
つ
は
企
業
が
特
定
候
補
者
の
た
め
に
政
治
資
金
を
提
供

し
、
経
営
組
織
を
動
か
し
て
従
業
員
関
係
者
か
ら
票
を
集
め
、
さ
ら
に
下
請
な
ど
の
関
連
企
業
に
運
動
す
る
よ
う
求
め
る
方
法
で
あ
る
。

　
　
③
　
保
守
勢
力
の
集
票
地
盤

　
県
議
選
挙
に
保
守
勢
力
が
圧
倒
的
多
数
を
か
ち
と
る
条
件
と
し
て
さ
ら
に
選
挙
制
度
の
理
由
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
第
一
は
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

議
会
の
選
挙
区
制
度
で
あ
る
。
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
県
議
会
選
挙
区
に
は
少
人
数
定
数
の
選
挙
区
が
多
い
。
一
九
七
二
年
八
月
調
査

に
よ
る
と
、
全
国
で
選
挙
区
数
一
一
七
八
の
う
ち
一
人
区
（
小
選
挙
区
）
四
七
四
、
二
人
区
三
五
一
、
三
人
区
一
六
一
で
、
三
人
区
ま
で

3
0鋤い駁
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枷酬敦曙騨謙謙一瞬 で
全
区
数
の
八
三
・
七
％
に
達
す
る
。
こ
れ
ら
少
人
数
区
の
増
加
は
県
議
会
選
挙
区
が
郡
市
を
単
位
と
し
て
作
ら
れ
る
（
地
方
自
治
法
）

た
め
、
町
村
合
併
に
よ
る
新
市
誕
生
と
郡
部
の
人
口
減
少
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
一
九
七
二
年
に
は
六
八
年
よ
り
も
少
人
数
区
は

増
加
し
、
七
二
年
以
後
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
少
人
数
区
に
な
る
と
、
そ
こ
で
多
数
の
得
票
を
支
配
す
る
候
補
者
に
有
利
な
選
挙
結

果
が
出
る
。
と
く
に
一
人
定
数
の
小
選
挙
区
に
な
る
と
、
比
較
多
数
勢
力
の
一
つ
が
議
席
を
獲
得
す
る
。
こ
う
し
た
少
人
数
区
の
法
則
的

機
能
は
地
域
に
多
数
集
票
力
を
も
つ
自
民
党
・
保
守
系
候
補
者
に
有
利
な
結
果
を
生
む
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
つ
ぎ
に
公
職
選
挙
法
が
供
託
金
制
度
に
よ
っ
て
立
候
補
を
制
限
し
、
選
挙
運
動
の
期
間
を
短
縮
し
、
さ
ら
に
選
挙
運
動
の
言
論
・
文
書

手
段
を
大
幅
に
制
限
し
て
い
る
こ
と
は
、
政
策
に
よ
る
選
挙
戦
へ
の
刺
激
を
抑
え
、
組
織
網
を
促
が
し
、
さ
ら
に
日
常
活
動
の
効
果
を
相

対
的
に
高
め
る
と
い
ヶ
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
選
挙
運
動
の
制
限
制
度
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
保
守
系
候
補
者
に
有
利
に

作
用
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
自
民
党
が
国
の
長
期
政
権
勢
力
で
あ
り
、
　
地
方
で
も
議
会
を
多
数
支
配
し
、
　
多
く
の
首
長
を
そ
の
勢
力
下
か
ら
出
し
て
い
る
の
・

で
、
保
守
系
県
議
、
候
補
者
は
行
政
的
便
宜
や
利
権
的
事
業
を
自
己
の
勢
力
扶
植
の
手
段
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
か
れ

ら
は
野
党
勢
力
の
も
の
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
制
度
的
優
越
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
意
味
で
保
守
政
党
は
野
党
と
は
異
り
制
度
の
利

点
に
支
え
ら
れ
た
制
度
政
党
と
な
る
。

　
選
挙
運
動
、
社
会
構
造
、
選
挙
と
政
治
の
制
度
等
の
利
点
を
享
受
し
て
、
自
民
党
、
保
守
系
勢
力
は
県
会
に
例
外
の
少
数
都
道
府
県
を

除
き
・
六
割
を
超
え
る
多
数
議
席
を
支
配
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
か
れ
与
県
議
は
わ
が
国
保
守
勢
力
全
体
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
　
3
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

果
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
県
会
議
員
は
市
と
郡
の
範
囲
に
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
量
の
支
持
票
、
す
な
わ
ち
集
票
地
盤
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
地
盤
は
市
町
村
議
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

員
の
場
合
の
よ
う
に
有
権
者
住
民
と
直
接
接
触
す
る
の
と
は
異
な
り
、
住
民
と
の
関
係
で
は
間
接
的
立
場
に
あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
県
会
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議
員
の
役
割
は
よ
り
専
門
化
さ
れ
、
政
治
的
に
機
能
化
さ
れ
て
く
る
。
県
会
議
員
は
政
治
的
役
割
の
末
端
単
位
で
あ
り
、
末
端
政
治
家
で

あ
る
。
こ
れ
は
か
れ
ら
が
国
会
議
員
の
座
に
挑
戦
す
る
場
合
の
重
要
な
政
治
的
訓
練
の
条
件
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
県
会
議
員
は

代
議
士
と
市
町
村
議
員
と
を
媒
介
す
る
中
間
組
織
者
と
し
て
適
任
の
地
位
で
あ
る
。
県
会
議
員
は
こ
の
よ
う
な
地
位
に
つ
く
た
め
に
必
要

な
社
会
的
地
位
、
資
産
、
政
治
的
手
腕
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
県
会
議
員
は
こ
の
よ
う
な
自
前
の
集
票
地
盤
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
主
と
し
て
非
政
治
的
で
、
社
会
的
・
経
済

的
な
日
常
活
動
に
よ
っ
て
そ
の
地
盤
の
維
持
と
拡
大
に
つ
と
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
県
議
地
盤
は
こ
の
よ
う
な
候
補
者
個
人
の
政
治
力
を
軸

と
し
て
形
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
個
人
の
政
治
力
を
支
え
に
し
て
形
成
さ
れ
た
県
議
集
票
地
盤
は
保
守
勢
力
の
集
票
地
盤
の
原
型

と
な
り
、
そ
の
基
礎
単
位
と
な
る
。
県
会
議
員
は
保
守
勢
力
に
優
位
を
与
え
る
非
政
治
的
・
社
会
的
支
持
を
議
会
主
義
の
正
統
的
政
治
権

力
に
転
化
さ
せ
る
基
礎
単
位
で
あ
る
。

　
ま
た
自
民
党
の
議
員
政
党
的
性
格
は
大
い
に
県
会
議
員
の
地
盤
の
個
人
的
性
格
か
ら
発
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
戦
前
の
政
党
政
治
下
で
は
県
議
は
そ
の
集
票
地
盤
の
自
前
の
独
立
の
経
営
者
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
そ
の
集
票
力
を
総
選
挙
に
際
し
て
代

議
士
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
報
酬
を
得
、
か
れ
ら
の
政
治
資
金
を
得
た
。
戦
後
の
占
領
解
除
後
、
県
議
は
か
れ
の
選
挙
区
内
で
の
代

議
士
の
集
票
地
盤
の
管
理
者
的
機
能
を
併
せ
も
つ
よ
う
に
な
り
、
し
か
竜
こ
の
管
理
者
的
機
能
は
次
第
に
ひ
ろ
が
り
、
反
面
、
か
れ
の
自

前
の
独
立
経
営
者
的
性
格
は
次
第
に
縮
少
さ
れ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
県
議
は
特
定
の
代
議
士
地
盤
に
系
列
下
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

代
議
士
と
県
議
の
こ
0
系
列
関
係
に
お
い
て
、
県
議
の
地
盤
活
動
が
代
議
士
の
資
金
や
権
力
に
依
存
す
る
程
度
が
大
き
く
な
れ
ば
、
か
れ

の
代
議
士
へ
の
従
属
性
は
強
ま
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
県
議
の
親
分
、
代
議
士
へ
の
従
属
性
は
．
い
く
ら
強
ま
っ
て
も
、
か
れ
が
あ
る
程

度
の
自
前
の
独
立
地
盤
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
の
集
票
力
の
あ
る
者
で
な
い
と
代
議
士

は
自
己
の
地
盤
の
管
理
者
に
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
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枷酬肢蘇灘韻謙三三 　
県
議
は
代
議
士
地
盤
の
管
理
者
と
し
て
、
代
議
士
の
た
め
に
地
域
の
情
報
の
収
集
、
そ
の
伝
達
、
代
議
士
の
指
令
の
実
行
、
集
票
力
の

維
持
と
拡
大
、
選
挙
戦
の
作
戦
立
案
（
参
謀
と
い
う
）
代
議
士
の
代
理
行
動
等
を
行
う
。
つ
ま
り
県
議
は
代
議
士
の
選
挙
運
動
体
の
中
核

と
な
る
の
で
あ
る
。

　
県
議
は
自
己
の
集
票
力
を
代
議
士
の
集
票
地
盤
に
用
立
て
る
。
代
議
士
は
そ
れ
に
対
し
て
あ
る
代
価
を
政
治
資
金
と
し
て
か
れ
に
与
え

る
。
県
議
の
集
票
地
盤
は
か
れ
個
人
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
県
レ
ベ
ル
の
自
民
党
の
組
織
力
と
す
る
の
で
、
議
員
政

党
的
地
盤
で
あ
る
。
自
民
党
の
代
議
士
地
盤
も
県
議
の
そ
れ
と
同
質
の
議
員
政
党
的
地
盤
で
あ
る
の
で
、
県
議
地
盤
が
代
議
士
地
盤
の
構

成
単
位
と
し
て
役
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
社
会
・
経
済
的
要
因
で
形
成
さ
れ
た
保
守
系
県
議
勢
力
は
き
わ
め
て
強
固
な
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
は
中
央
の
自
民
党
を
地
域
社
会
で
支
え
る
温
床
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
自
民
党
・
保
守
系
県
議
の
保
守
的
党
派
性
は
第
一
に
か
れ
ら
の
選
出
が
わ
が
国
社
会
構
造
に
お
い
て
支
配
的
・
指
導
的
地
位
に
つ
い
て

い
る
保
守
的
部
分
の
支
持
に
由
来
す
る
。
し
か
も
こ
の
部
分
は
伝
統
的
保
守
主
義
意
識
の
持
主
で
あ
る
。
第
二
に
そ
れ
は
自
民
党
・
保
守

系
代
議
士
に
従
属
す
る
こ
と
か
ら
代
議
士
個
人
、
そ
の
党
内
派
閥
そ
し
て
自
民
党
の
保
守
性
に
よ
っ
て
色
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
県

議
の
保
守
性
は
こ
う
し
て
二
重
の
規
定
を
う
け
て
い
る
。
か
れ
ら
の
保
守
的
党
派
性
は
土
着
的
で
強
固
な
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
日
本
の
保
守
主
義
一
般
に
従
っ
て
そ
の
保
守
性
は
思
想
的
に
体
系
化
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
意
味
で
そ
れ
は
社
会
的
保
守
主
義
で

あ
る
。

　
こ
う
し
た
県
議
地
盤
の
代
議
士
に
対
す
る
個
人
中
心
的
性
格
と
党
派
的
性
格
と
の
二
重
性
に
よ
っ
て
県
議
は
自
民
党
の
地
域
の
組
織
力

の
総
括
者
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
1
3
）
後
援
会
は
各
種
領
域
別
に
複
数
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
1
4
）
拙
著
「
日
本
の
選
挙
政
治
」
　
（
一
九
六
三
年
）
一
四
一
頁
は
、後
援
会
方
式
は
農
村
の
共
同
体
秩
序
の
解
体
傾
向
に
対
応
す
る
手
段
と
し
て
登
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説論

　
　
場
し
て
き
た
こ
と
を
指
．
摘
す
る
。

（
1
5
）
「
朝
日
」
七
五
．
個
．
一
二

（
1
6
）
「
朝
日
」
七
五
・
四
・
一
四

（
1
7
）
県
議
立
候
補
の
調
整
工
作
が
代
議
士
の
あ
っ
せ
ん
で
行
わ
れ
る
の
は
県
議
地
盤
が
自
前
の
独
立
の
も
の
で
な
く
、
代
議
士
に
従
属
的
な
も
の
に

　
　
な
っ
て
き
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

（
1
8
）
表
は
「
選
挙
時
報
」
二
三
巻
三
号
九
頁
。
青
砥
謙
一
「
都
道
府
県
議
会
議
員
の
選
挙
区
と
定
数
に
つ
い
て
」
に
よ
る
。

3
4鋤

P
鉦
4

1
1

8
。
6

侶
7
2

1
9

月
年楽調

3
4留

8
8回

数定

繊

1
，

酩L
計

㎝
鄭

剛
一

部
区

市
部

郡

選
挙
区
数

姐
謝
鵬

7
6
@
4
6
1
9
　
9
1
3
　
5
　
8
　
3

－
山
　
　
　
つ
0
　
　
　
2
　
　
　
3
　
　
　
1

姻
謝
固

8
1
@
4
2
　
1
8
　
1
0
　
1
55
7
4
2
2
3
2
1

区
　
区

人
　
人

一
　
　
　
ワ
臼

区
　
区
　
区
　
区
　
区

人
　
人
　
人
　
人
　
人

3
　
　
　
4
　
　
　
5
　
　
　
6
　
　
　
7

区
　
区
　
区
　
区
　
区

駄
駄
臥
欺
以

区
　
区
　
区
　
区
　
才

人
　
人
　
人
　
人
　
人

1
3
@
1
4
　
1
5
　
1
6
　
1
8

議
員
定
数
別
内
訳

（
1
9
）
県
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
供
託
金
は
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
）
公
選
法
制
定
時
一
万
円
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
七
九
年
現
在
二
〇
万
円
と

　
　
二
〇
倍
に
な
り
、
選
挙
期
日
の
告
示
は
同
じ
く
投
票
日
の
前
三
〇
日
か
ら
一
二
日
へ
と
短
縮
さ
れ
た
。
と
も
に
選
挙
運
動
を
制
限
す
る
効
果
が

　
　
強
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。


